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阿部二郎

木村正次

竹内光雄

阿古性白土に依る二三の=トリルの生成

米J)至子中のヌタレイン自主〈オリザ、ヌタレイン般〉に紙、て

く第一報〉
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近代印刷術の併見

〔報 文コ

(早稲田大惨理工皐部層、用化砂利滋蜜〉

少量のクロム及ひ、マンガンを含有する特殊

ボルトランドセメントの研究

ヱ穆士秋 山 桂

工芸書士宇野津順卒

緒言
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14・

21. 

著者の一人秋山は匙t二珪酸石灰臨の乾式熱合成に閲する研究(永井彰一郎、秋11¥.1+-，工業化事雑

，誌、 i昭 7，35 370)に於て少量の酸化クロムの存J仰二於て CaO-AI~Ü:I-Fe20τ 系の加熱試験の結果酸

化クロムは石次 と珪酸との化合ぞ促進するも のなる こと ぞ報告 しすこり、 又最近一近藤清治、茂木今朝

吉雨氏は珪酸三石次の合成に閉する研究(大日本窯業Ibb曾雑誌，11(3 7. 40 559)に於て同様じ少量の

酸化ク ロムは珪酸と石次との化合を助り叉近藤清治、吉田博雨氏 (大日本窯業協合瓶詰、昭 7，4(} 

500)は強度にも好影響あるを指摘しfζり、著者等は之れより先き CaO-Si02-AI~03-Fs.!03系の加熱

試験の研究Eド少量の Cr臼03を添加して得らる ゐセ メン トが美麗なる青色や呈する黙に着目 し共の呈

色理論蛇びi二強度l二及ぼす影響に就き研究ぞ進めたり 、酸化 クロムが酸化繊及び苦土に依るボルト

ランドセメントの次色呈色;e座倒して青色ならしむ現象が 0.5;Jo程度の少量の Cr203の添加i二依り

顕れ而も珪酸及び石友との化合を促進する貼は誠に興味深し、然れども此のク ロム含有セメントは

其の硬化過程に於て表前提色し共催之れぞ着色セメン トとして使用すべく百周的ならぎるも共の強

度が紫外優秀の如く考察せられたるを以て小型強度試験に依り種々研究したり 、酸化ク ロムは天然

にはクロム錨鎖として多量t二産問す、然るl二クロム繊雛は屡々少量の酸化?ンヌfン及ひ・税多量の苦

土;e含有す、依て著者等は純築品や使用しクロム及ひ'マンガンを別々に合有するセメン トの合成及

び性質ぞ研究し尖で粘土、石友石、 クロム鋭敏等の工業原料ぞ使用して少量のクロム及び7 ンガン

ぞ含有する特殊ボル トランドセメン トの研究ぞ進めfこり 、斯くして長明硬化試験の結果ク ロムマン
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ガン含有セメントが共の硬化過程i二於て表面殆ど青色を失ふM温度方面の性質が優秀なる事を認め

従ってクロム錨鎖添加t二依る高紐~)レ ト ランドセメント製造の可能性を確信したり、此鹿じは著者

等の行へる結果t二就き概略を報告せん。

賓 駿方法

クロム含有セメント及?ンガン含有セメン トは何れも純薬品を使用して介成しfこり、クロムマ ン

ガン含有セメントは粘土 2種、石次石、策磁鍍1境淳、クロム餓績を使用したり、以料の粉砕及び調

合は小型磁製オミッ トt)レにて一定に行ひ後小量の水を以て球献として乾燥しfこり 、焼成はクロム含

有セメン ト及びマンカ'ン合有セメントは夫々大型瓦ftJi熔融煙にて行ひクロム?ンガ・ン含有セメント

はジリットぞ護熱種とせる電気温にて行ひたり、乾燥せる調合原料は白金器に納め不純物の混入を防

ぎたるものにして瓦斯燈使用の際は白金器ぞ匝鉢に納め火J眉の接燭ぞ防けの、焼塊の微粉砕は前記

磁製ヰミット t)レi二て 150分行ひ後天然結晶石膏を添加し更に 30分磨キHIしすこり、地-雌石京の定量は

クロム?ンガン含有セメントの揚合はラーチ及びポーグ氏の酷酸アンモニヤ法を用ひ純合成農塊に

針しては秋山及津山源太郎が改良 lAこる安息香酸法に依れり(別に報告の議定なり)71<@!性は小型

強度試験法に依る軟練モルタルを以て試験したり 、但し各セメントに謝する研究の日時が大差あり

fこるぞ以て軟練モルタ Jレ試験法も各ノヤ多少呉り微砂を用ひたるものあれども何れも遁首i二補正し比

較に正確剖回しにれば大なる過誤なかるべし、最後に焼塊薄片の天然色案反及びX線f視察を行ひた

るも共等の考察に就ては別報を以て報告すべし。

Cr20"及び Mn2o.，の化合難易に及ぼす影響

Cr203及びl¥fl102が夫々ヰミノレトランドセメント調合阪が!ι1'(二少量含まれたる場合此苛;のものは酸

基となり石次と化合し遊・離石友を減少するに非すやと考へ純薬品より普通のボルトランドセメント

調合物及び之れに Cr20~ 又は Ml102 ぞ等しく (P， lOO: C1'20.，叉は M1l2u:，)添加したる次の第一表 ・

の如き3種の調合物を作り之笥;を同時に 1250
0
C.1350oC. 14500C (二加熱して遊離石次及び不溶解

残潰ぞ求めたるに第三表の如し、但しl¥fl102(弱酸性)は加熱に依りl¥fU2U:，(弱盟基性〉又は l¥JU304

(中性〉となるべく~にはl\fU203 として示すべし、l\'[1l203 は 2CaO.Fe20おの一部を置換 して 2CaO.

O..iFe.~03・ O. 6l\fu20" の如き化合物吾作るとの設あとも詳ならす‘。

}'1 

C・3

111九

lきiO，

22 5 ~ 

2J.92 

21.92 

第一表 試料の調合割合(%)

AJ20" F句0" CT20" 1111120" CaO 1I1g0 

5.02 3・34

4.87 3.24 

4.87 3.24 

。
2.91 

。

。
。

2.91 

68.06 

66.08 

66.08 

0.97 

0.97 

前記の如く 1¥11120"は 2CaO.Fc20"の Fe203の一部と置換して石友と化合するも のとすろならば

Cr20.と MU20" t.e l唆.;J，~と考ヘミ穴式の如き特殊の71<硬率(Hcm.)、珪酸帯電〈九・Ill.)、蛾1千三(Ecm)を考慮

することを必要とす。

CaO/Ri02 + /¥ 120" + Feょ0:，+Cr20" + Mn20:， = !降S'J水硬*~ Hcm 

おiO，!/1¥120"+ Fe，O" + Cr20" + ::'¥["20九

人1203/F匂O，，+Cη0:1+:::I1n20"

=q抑リ珪酸傘 &111

=!j;f}JIJ敏率 Ecm
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之等の比率を通常の色のと併記すれば第二去の如し、向調合物は焼成さるる揚合何れも揮裂する

事なく共佳境塊となるものと椴定す。

第二表 調合試料(焼塊)の比率、係数

*磁率 連隊率 銭 率 活動係貫主
試科書干減 ，---、一一一~ r-S-.3EE1 --4、ーーーー8ーc一m、 r-E -R-E-.-4、ーーEーc一m A.~I. 

H.M: Hcm. 

PJ 2.20 2，20 2.70 2.7 1.50 1.50 4.5つ

C:J 2.20 2.01 2.70 1.96 1.50 0.79 4.50 

M:~ 2，20 2.01 2.70 1-96 1.50 0.79 4.50 

第二表に依り通常の各比率係数は PI' C"， M認とも同様なるも Cr~O~ 及び Mll，03 .:a Fe2U:¥と同

位と見ナこる時は C3，l¥faは PJに比し水硬率、珪酸率.蟻率甚だしく低下し著しく航件の呉りたるセ

〆ン トなることぞ察知し得べし。

第三表

力11熱温度(OC)一→ 1250 

遊離石灰〈mlq 仰

l¥I目 12.7

不協舵酎伊〉!I二M3 

2.7 

1.6 

1.5 

僕塊の色C: ¥級 色

J¥I:¥ I尺黒色

試料の加熱試験結果

1350 

。
。
0.3 

o. '7 

。
0.52 

灰黒色

濃緑色

黒褐色

1450 

。
。
0.2 

O 

。
。
黒色

票総色

黒褐色

(P1 完全に昨月半す 硬 L、相常多孔質 硬 L、検密性加{1る

柔軟の科度{c¥ mil買にて押 LつぷL得離し、多孔質 硬 L、徹密性加はる

lJ¥f:¥完全に砕f;写す 離し多孔賞、伴解の傾向わり 吸い歓待性加はる

加熱試験結よ~ぞ考察すれば次の如し、遊離石友、不溶解残珪より見て CrP3 は確かにボJレトラン

ドセメントの化合を促進す、印lち Fe203と同位叉はそれ以上の促進力を有す、 MU203は 12500Cに

ては梢促進する傾向あるも 13500C，14500Cの結果ぞ考ふれば反って反針の傾向ぞ有するが如くも

考へらる、即ち M1l20a は酸J~ として石次と結合するや否や甚花疑問にして反って弱臨基性ぞ呈す

るが如くも考察せらる、.lltの考察は農塊の柔軟の程度よりも想像せらる、印ち 12500Cに加熱せら

れたるものは P"1¥'1，¥とも完全に砕解 (Disilltegratiollor Dusting)し13500Cに加熱せられたる揚

合は P1 は砕解せざるも M3は焼塊表面に粉ぞ吹き花が映きすこるが如き翻を呈しすこり、此等の事責

より酸化?ンガンはボル トランドセメントの化合ぞ促進せざるものと考ふ、然るに 12500C加熱物

に於て PJ及び M3が完全に砕解したるにもかかはらす'C3のみは砕解せ?印ち Cr20SI主主えの反感ぞ

防止する作用あること叉明かなり。

67S0C 
α-2CaO・Si02or s-2CaO.Si02 ニーーー一歩 y-2CaO・Si02

此の事は Bates及び Klein(Bur. Stalld. Tech. Ta.ρer， No. 78(1917)に依り既に早く鷲見せられた

る所なり、2tに於て Cr203の少量の存在はボルトランドセメント焼成化皐上興味あることなるぞ察
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知し得べし、次に焼塊の色は上記の如くなるも之等ぞ粉末としにる揚合 Pjは通例の.>j;"Jレトランド

セメントと同じく C3 は青色を呈し l¥f，¥は紫味ぞ帯びすこる淡黒褐色ぞ呈したり 、7 ンガンの着色影

響に就ては藤井光蔵、浅間勝彦雨氏の研究(大日本窯業協合雑誌、10/.7. 40 152)ぞ参照すべし。

クロム含有セメント及びマンガシ含有セメントの小型強度

前項に於て Cr/)3，まヰミノレトランドセメントの Dustingぞ防止し且つ石次の化合ぞ促進するもの

なる事ぞ知り 7これば次に Crρよ合有セメントの強度を研究することは頗る重要なる事なり、又

Mn203は前記 M3の如き配合に於ては Cr203の如き穎著なる影響ーを典へざるも Guttmauu& Gille 

(Zement. 1929. 18 572)の研究しすこる所に依ればボルトランドセメントの饗土及び酸化蟻を殆ど

MD203ぞ以て置換したるが如きセメントは弧度非常に優秀なるものを得らるる事あるぞ指適した

り、著者等の揚合は珪酸、馨土、酸化餓等の量的比率ぞ礎夏する事なく Crρ3又は MU203を添加

したるも のなれば前記の如き特別比率に於て大差あるセメン トl二して、かかる意味に於て7 ンガン

含有セメントの強度を研究することも重要なる事なり、依て著者等は先づ前記 PJなる普通のポル

トランドセメン ト配合原料 100分l二針し CI・203.:a 1. 3. 5. 7分混和したる調合原料 Cl' C3• C5• C7 

及び MU2U:¥ぞ1.3. 5. 7分混和しすこる調合原料l¥f1'l¥f，.. l\f5• 1¥17 .:a作り之等ぞ 14500C に 30分

間加熱焼成したり。

第四表 試料の調合割合(焼塊の化製組成と見倣す)%

試料番t虎 Si02 A120，¥ Fe2U;¥ Cr20a Mn203 CaO MgO 

CJ 22.31) 4.97 3・31 0.99 。 67.38 0.99 

Ca 21.92 4.87 3.24 2.91 。 66.08 0.97 

C. 21.50 4・78 3.18 4.76 。 64.82 0.95 

q 21.10 4.68 3.12 6.54 O 63.61 0.93 

111:] 22.36 4.97 3・31 O 0.99 67.38 0.99 

111:ιg 21.92 4.87 3.24 。 2.91 66.08 0.97 

1¥15 21・50 4.7f) 3.1月 O 4・76 64.82 0.95 

111:7 21.10 4.68 3.12 。 6.54 63.61 0.93 

共に之等の各比率係数.:a示すに通常のものは何れ P1 と同一なり、只特別比率のみは異なるも相

釣感する番号虎の C及び M は同一なり。

第五表 調合試料(焼塊と見倣す)の比率、係数

水 硯 主転 珪険率 鍛 E唇 活動係鍛
試料番t虎 ー一ー『司早司自ー人ーーーーーーー司、 S.l一~'I.一}、一一Sc「m Ep.-1L-1-.-d、ー一E一一C「tn A.M， 

H.M Hcm 

Cj • M] 2.20 2.18 2.70 2.42 1.50 I.16 4.50 

Ca• M:I " 2.01 " 1.96 !I 0.79 !I 

C5• Mo // 1.90 // 1.69 // 0.60 〆r

Cc• 111:" // 
E・79 // 1.47 // 0.49 " 

而して特別水硬率.特別珪酸卒、特別織率共添加量大となるにつれ著しく低下し特別織率の如き

は 1以下となりキューJレセメントから餓セ j ントじ見るが如き比率ぞ有す、之等のものの焼成結果ぞ

1450
0
C に同様に加熱されたる Iうと比較するにクロムの揚合は共の含有量大となるにつれ燥塊表面
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加。

の光輝そ増し繊密なる殆ど熔融せんとするが如き献態となり硬度も頗る大となれり、然れども ，C7

iこ至りては Cs迄の ものと趣きぞ異にし完全i二砕解したり、蓋し Cr203は CaO と蓮かじ化合し

Calcium Chromate例へば CaCr04 の如き化合物ぞ作り共の化合力の大なる所より残れる CaOと

Si02の量が 2CaO:筒鳥の如き比となり砕解したるものなるべし、 MU20"の場合は Cr・'203と同様

添加量の増す i二従ひ焼塊t主党輝.a士官し組密となるも C7 と針臆する 1¥'[7は砕解せ今、此れに依り

MUzOaは石次とよく化合するかどうか疑はしく酸化繊或は珪酸と結合するやも知れ1炉、研究ぞ要す

る所なり。

上記焼塊は5%の石宮.a力IIへ充分徴粉砕したり 、粉末度は何れも 4900孔 /cmzの飾ぞ全通すれど

も粉砕器が磁製ボットミノレの嬬極端な徴粉は少き ものと考察す、故に弧度試験に於τも多少此の黙

は考慮に入るべきものなるべし、著者等は永井彰一郎博士の護案にかかる小型軟練モルタノレ試験法

ぞ庭用して研究したり 、但し標準砂の 1/:1は人工的に碍腿せる 30-100蒋飾間の細砂を使用したり

叉試験片頭部は成型後翌日同種のセメントを用ひてキャツピンク。を行ひたり、水セメント比はスラ

ンプテ ストに依り決定したり、養生法は脱型は 2日目に行ひ後はiI二千通のそノレタ Jレ試験法と同椋なり.

第六表は試験結果なり。

第六表 小型耐陸Jr，i<，¥，!段結よI!:CKg/cm2)
セメント蕎協 3日 7日 28日 聯結28日

P， 36.2 92.6 207.3 284.1 

f、J司I '77・5 82.4 192.7 230.2 

C3 46.2 89.6 205.1 220.3 

C， 42.6 89・5 170.5 232.0 

~f ， 35.5 145.1 271.4 

J¥f:l 26.5 36.8 102.1 131.9 

~I5 26.2 101.6 147.6 

JIf向 23.6 34.8 78.9 85.4 

1).) 62.4 158.1 :!48.3 

r:l 55，8 93.7 173.<) 200.5 

* Pz まユキ;邦産l奇抜ヰミJレトランドヒメント

P3 ，立本主Jl産普通ホ;}レ トラン ドk メント

小型強度試験の結果より次の如く考察する事を件、CI・20"の少量の存在例へば C1に見らるるが

如き量に於ては短期強度を著しく大ならしむ、而してi!断次 CI'20・4量を増加するも強度の低下甚t:し

からぢるは共の化壊成分より見て確かに Cl'zO"のがJ県なる宅診察知し件べし、然るi二MllZO"~二於て

は然らづ炉、反針に強度の低下巻楽し而も共の含有量の増すにつれ金々甚だし、:i:に於て第四表の如

くAlzU:1'Fe宮0"が普通仁ある欣態に於てはl¥fllz03は徴量の有'.;{:f.は芳:支:へなきも含有量や増加する

事は芳しからす-。

ヲロム鐘績を添加しで焼成したるセメシト

前遁の如くクロムを少量添加して農成したるボル トランドセメン トは品質主として短l関強度の向

上を見るか如く 察知せられたるぞ以て著者は天然原料ぞ使用しク ロム蟻績を添加する焼成研究を行
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ひたり、 クロム蟻鏑 (Chromite)は元来鏑物理上、スピキルクツレープ(SpinelGroup)に属し共の組

成は FeO.Cr203なり、然しなが底々ニ債の Fe"は Mg"ぞ以て置換され三債の Cr'" は Fe'" 又は

AI'" を以て置換せらるることあり印jち (Fe.Mg)O. (Cr. Fe)20~ 叉は (Mg. Fe)O. (AI. CU03 

(Pi∞tite又は Chrom司 Spinel)として存在す、而して叉屡々少量の Mnぞ含有す、之は Jacobsite

(Mn Mg)O. (Fe. Mll)203の如きも のを含むものなるべし、従ってボルトランドセメン トの成分以

外の も の としては Cr~O" 及びl\f1l20" にしてボルトラ ン ドセメ ン ト原料 i二少量のク ロム蟻績を加九

すこる揚合は Cr温03 及 MU20~ の共存の影響を生?る課なり 、 而して既にクロムが適量なる時はセメ

ント品質l二好影響あるぞ知れるぞ以て著者等は直ちに天然原料を使用 しクロム蟻鏡石?少量添加して

焼成しにる特殊ボルトランドセメントの研究を行ひたり‘調合i二月1ひし原料の化事成分は次の如し。

第 七 表 各 天 然原料 の 化 与さ分 析 (%)

名 稿写 Ig.lo田. SiO. AI"03 Fe.20" Cr203 1¥1n20" CaO MgO Alkali 

糸魚川白土 13.69 65.18 15・49 3.50 0.70 2.25 4.54 

ローム 15.51 39・37 29.73 8.92 3.78 1.88 

吉正敏鎚焼i学 9.16 8.18 0.10 81，15 0.37 0.60 

石灰石 43.00 0.15 tr. tr. 54.∞ 0.50 

クローマイ ト 1.46 8.07 4.03 
FeO 

29.85 3.53 1.13 17.95 
33・96

上記原料ぞ使用 し最初に糸魚'，)11白土 50部、ローム10部、黄錨鎖'鹿伴4部、石友石 195部を混和

じfニる調合原料ぞ作り此のもの 100部に針しク ロム錨鎖1.2. 3. 4. 5部各別に添加混和しすこる調

合!原;f;1.5種を特にり、 式で之等を'，f!:策土産中に作々略同様の操作を以て加熱焼成したり、 高温l二於て

Cr"O~ は多少持裂するが如く感ぜらるるも沃素法に依り焼塊中のむr"03 を定量したるに計算量と殆

と一致す、焼姥の化製成分は第八表の如し。

試料番号Z
No. 20 

No. 21 

No. 22 

No. 23 

No. 24 

No. 25 

試料一審貌

No. 20 

No. 21 

No. 22 

No. 23 

No. 24 

No. 25 

第八表 配合原料より算出したる焼塊の化製組成(%)

Sio.， AhO~ F~03 Cr203 l¥fn203 CaO 

22.82 6.58 3.62 O 。 65.27 

22.68 6.55 3・95 0.29 0.03 64.65 

ラ・M ヲ2.<;一，-ヲ 6.53 4.28 0.58 0.07 64.03 

22.38 6.50 4.61 0.87 0.10 6341 

22.24 6047 4.94 1.05 0.13 62.89 

22.10 6044 5.27 1.34 0.10 62.27 

第 九 表 調合試料〈焼塊)の各比率

71<.税率 珪百室 率 鍛 重軽
，ーーー-幽回・ー，、ーー-・E・-、 -ーーーーー~、ーーーーーーー、 戸一ーーーー〈ーーーーーー『
H.:M. Hcrn S.1¥1- Scm E.lIL Ecm 

2.14 2.24 1.82 

1.95 1.92 2.16 2.10 1.66 1.53 

1.92 1.88 2.08 1.97 1.53 1.32 

1.89 J.84 2.01 1.86 1041 1.16 

1.87 1.80 1.95 1.76 1.31 1.0'<; 

1.84 1.76 1.89 1.67 1.22 0.95 

:MgO 

1.71 

1.87 

2.03 

2.19 

2.35 

2.51 

活動係費主
A.lI:L 

3.47 

3.46 

3.45 

3044 

3043 

3-42 
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上表に於て No.20は通常のボルトランドセメントに見受ける比率なるも No・21以下は Cr2o.!
及 MU20、を考慮t二入れざるも倫各比率とも低く従て軟化温度低下するも強度悪くなるべき筈なり .

之等各セメントは何れも 14500Cに 1時間加熱せられたものにして符7こる焼塊は何れも遊離石茨や

含ま今、石膏 5%を'添加lし前例遇制放粉砕小型強度試験ぞ行ひたり、而して No.21 セメントは淡

音色なるも No.22以下は頗る徴麗なる青色ぞ呈したり。

第 1・表 クロム蟻績を添加lして焼成したる青色セメン トの小型強度 (Kg/cm)

セメント祷務 3 日 7 日 28日 耳締結10ヶ月

No. 20 42 I06 191 284 

No. 21 86 134 20!¥ 290 

No. 22 58 II4 206 282 

No 23 56 106 208 280 

No. 24 50 100 189 276 

No. 25 42 101 200 269 

硬化過程l二於て各青色セメントは 28日にして表面的ど槌色し通例の如きセメント硬化物の色と

なれり 、而して 10クHの長期聯倍硬化モ ルタルは表面より 5mm程詔色し中心は淡青色ぞ呈して

居すこり.第十表より見てクロム錨鎖を少量添加して焼成しすこる揚合は漁期したるが如く共の少量な

る限り短期強度が著しく上昇する事を認めたり、此の事官は高扱ホ・Jレトランドセメントの研究上注

目すべき ことと信す。

要 旨

著者等は普通の組成ぞ有するホ・Jレトランドセメントの調合物にクロム又は 7 ンガン或はクロム蟻

鑑冶少量添加l して焼成して得らるる特殊ボルトランドセメントの研究ぞ行ひ次の如き事1T~認めた

り。

1.酸化 クロムはボル トランドセメン トの化合ぞ促進し Dustillgぞ防ー!とするのみならす・セメント

の色を青色にす。

2.酸化?}レガンはボルトランドセメントの化合を多少防害しセメントの色どと紫味J凶作べる黒褐

色とす。

3.酸化クロムを少量含有する青色ポJレトランドセメントは短期:温度大なるも硬化過視に於て謎

色す。

4. 酸化 7 ンガンを含有するホソレトランドセメントは共の含有量大となる程強度低下す。

5. クロム蟻績を少量添加して焼成したるクロム 7 ンガン合有の特殊ボルトランドセメントは短

期強度頗る優秀なるものあり。

著者等は目下鑑物撤微鏡に依り前記セメントの薄片に就き観察研究しつ為あるがクロム含有のも

の h薄片は美麗なる青色ぞ呈し酸化 7 ンガン含有のもの赤褐色を呈す、かくクロム叉はマンガンの

如きものゐ少量の添如がボル トランドセメントの性質に注目すべき影響を典ふる事質は頗る興味あ

る事にして今後一居の研究を進める必要あるを痛感したり。

(附記〉 資験のー郁夫』援助ぜられれる工撃士問中義博君、水科元安君に鈎llit-蹴す。
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酸性白土に依るヱ三のエトリルの生成

ヱ按 士阿部 二郎

著者は義t二酸性白土に依る アセ トニトリ)!-'の生成に際 し酷酸消費 0.231g/mill.アンモニア消費

230 cc/miuの鵠合 40000前後l二於て 95%以上の得量を得fこる事ぞ報告せり(工化 1933. )、

依りて本賞験t二於てはプロピ才ン酸、正プチJレ酸及び安息香酸のニトリル生成i二イせき貫一験を行へ

り。尚ほプロピ才ン酸に付いては接鯛~I) として酸性白土の外シ リカグJレ、ア Jレ t ナ t二依るプロピオ

ニト リJレの生成に付き共当事の接燭能力を比較質験せり。

賢験装置及び操作

賀験装置は前貫験 と同一なり。但し安息香酸の場合試料診枝付きフラス コ中t二*めバーナーを以

て蒸護 しアンモニア と混合反感せ しめたり。本質験に於ては安息香酸以外は総て試料酸、アンモ ニ

アの消費は前賢験に於ける最適泊、費量酷酸 0.231g/miu.アンモニア消費 230cc/miuと大略一致せ し

めんが矯め酸消費約 0.2g/millアンモニア消費約 230cc/miuとし質験せり。分析方法は蒸溜法ぞ採

用せり。先づ各種酸及び接網野iにイ寸き 40000¥二於て生成せる上居液をクラ 4ゼンフラスコじて分溜

Lニトリルの既知恒教と比較し分析に於ける蒸溜温度勿範囲を定めたり。

(1) ブロピオニトリ JI-の製法

プロピ才 ン酸は市販品を蒸溜 しB.P 135，-.-14300比重 0.9926に相首するものぞ使用せり。酸性

白土、アルミナ、シリカグJレは何れも粒般に して 15000¥二於て 8時間乾燥せるものなり。

(1) 接関鮒に依る反，w，溜H¥液の強備的試験

(A) 酸性白土 目安性白土 150gプロピオ ン酸消費約 0.222g/miu.アンモニア消費約 230，-.-240

cc/min.反臆時間 87分、反臆温度400
00

上陪i夜 17.3 cc (13.23 g) 比重(250C)O.7832.

上暦液分溜試験結果

i留出淑皮(OC) i留出量く∞〕 比重(250C) 屈折率 nE
教j溜 78.--85 0.6 0.7773 1.3590 

85'-'-90 1.7 0.7778 1.36∞ 

90，-.- 95 4.3 0.7782 1.3635 

り5戸 ........100 7.6 0.7776 1.3640 

]00.-.-103 2.0 0.7801 J .3625 

(B) アJレiナ(AsiaAlumillium 00.製活性アJレiナ〉 アJレtナ 140gプロピ才ン酸消費約

0.222 g/miu.アンモニア泊、費約 220，-.-240cc/min.反感時間 94分反感温度 40000

上層液

上暦液分溜試験結*
溜出温度く。C)

初溜 79・5【 -85

17.2 co 

溜出量〈∞〕

0.8 

(13.01 g)比重(200C)0.7'798 

比重(200C)

0.7777 

屈折率nr
1.3600 
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85'-' 90 2.0 0.7801 1.3625 

90.-. 95 4.8 0.7786 1.3680 

95.-.1∞ 6.8 0.7803 1.3672 

100.-.105 1.2 0.7831 1.3680 

(C) シリカグル(武田製位-!lX) シリカグJレ160gプロヒオン酸消費約 0.222g/mill. アンモニア

消費約 220---240cc/min.反感時間 96分、反感温度 4000C

上居波 15.8∞ (12.51 g) 比重(2000)0.7802 

上暦液分溜試験結果

溜出温度(00) 溜出量(cc) 比重((2000) 屈折率(ni;')
初i留77.0，....，.ioo 

85【 - 9
0

" 

90---' 95" 

95---'100" 

I∞九ノ 107"

0.6∞ 

2.3 " 

5.4// 

4.4 11 

0.9 " 

0.7780 1.3595 

0.7779 E・3620

0.78II 1.3645 

0.7826 1.3652 

0.7831 1.3655 

プロピ才ニトリ Jレの沸思iは 760mmに於て 980C或は 97.080C と報ぜらる。比重は D:=0.8023.

D!".s=0.7872. DI9=O.7882， D叩=0.7799，D20." =0.7835， D21=0.7816. D:"=O.77iO.屈折率は

uZ・6=1.3640， ng'= 1.3681，なり。此れぞ上記分溜試験結果と比較するに 85，....，.1050Cに溜出する部

分は主として此れをプロピ才ニトルと認むる事を得。依りて分析t二於ては 85___1050C の溜出分ぞ

プロヒオニトリルとし上下雨暦よりの合量よりその得量密計・算せり。

第一圃 A 酸性白土 C シリカゲル B アルミナ (2) 反感温度と得量との関係

350 4∞ 450 

へりその結果は弐表及び第一国の如し。

酸性白土の揚合

F 

反感温度(OC) 上府よリ(g)

300 10.28 

350 11.22 

400 13.07 

450 10.77 

500 10.72 

反膳温度は 3000C より冊。C毎にとり

最高 5000C まで貰験せり。反感時i1JHまプ

ロピ才ン酸約 20gの使用l二封して 1時間

三i三必要せり 、自Pち前記7象備質験に於りる と

殆んと同ーの傑件にしてプロピ才ン酸消費

約 O.222g/min アンモニア消費約 220---

240 cc/rninにして酸性白土、アルミナ、シ

リカグJレ、の3種の接間資IJにつき賢験ぞ行

7. ロピオュトリノレ
、

下府よリ(g) 合量(g) f与量(%)

1.23 II.51 78.6 

1.07 12.29 83.4 

0.64 13・7I 93.0 

0.46 11.23 76.2 

0.24 10.96 74.3 



10 早 稲 岡 服 用 化事曾報

アル tナの揚合

').57 

7' ロピオ=ト 9 Jレ
円

下層より(g) 合量くg)

0.94 9.26 

0.51 12.17 

0.62 12.67 

0，62 9.57 

0.78 q.Il 

7' ロピオニトリ pレ

下麿より(g) 合量(g)

0.62 IJ.I.l 

0.')3 11.12 

0.78 11.25 

1.16 1I.8Q 

0.85 10.42 

得量(~の反I!f!温度(OC:) 上層より(g)

300 8.32 

11.66 

62.81 

8.95 

8.33 

82.5 

85.9 

6.:.9 

61.8 

0

0

0

0

 

戸、Jn
U

戸、J
n

U

3

4

4

5

 

12.04 

シリカグJレの揚合

450 

500 

10.47 

10.73 

、、
f尋量(~.の

75・1

75・4

76.4 

80.6 

反l!fI.i.i.¥it皮COC) 下居よリ (g)

300 10.$0 

10.19 350 

400 

70.7 

上記の結果ぞ見るに此の如き依件に於ては酸性白土は比較的に他の接関剤より有数なるものの如

く4000C前後に於て 90%以上の得量を示せり。アルミナに於ては反感温度に依る得量の礎化の経

過は大略酸性白土と同一にして 4000C(二於て 85%の得量ぞ得たり。シリカグJレじ於ては反感温度

i二依る得量の鑓化少にして各温度に於て iO.--.-80%の得量を得Tこり。印ちニトリ Jレ生成に於てはア

ル Eナと酸性白土類似の経過ぞ有するものの如く酸性白土は比較的低温度(3500C)前後より有数に

作用しシリカグルに於ては反感時間の延長i二依り比較的高1.n"t度(5000C)に於て最大得量密得るなら

んと思考せらる。 4000C(二於て使用せる各接鵬剤の色相ぞ見るに殆んと炭化を受けざるものの如く

アルミナt二於ては殆んと白色なり。

(3) 酸性白土の作用の減退

操作は前(2 )の揚合と同一じして連続的じプロピ才ン酸 20g旬。に前記同様上下二層ぞ得、各唐

t，e分溜してプロピオニトリルの部分ぞ~Xめすこるものにしてその結果衣表の如し。

反耀温度 3000C

プ ロ ピ オ ュ ト リ ル
A 、

同重立 ソ・ロピオン西空(g) 上暦より(g) 下陪より(g) 合量(g) 符量く?の

第 z岡目 18.84 9.64 1.23 10.81 73.3 

第 2同日 19.84 10.75 1.46 12.21 82.8 

第 3同目 20.34 I1.21 1.37 12.58 呂マ.1

第 4問自 16.84 10.43 1.53 11.っ6 82.1 

反感温度 3500C

第 I問目 19.84 10.21 1.03 11.24 g 76.2 

第 2岡目 20.34 11.01 1.07 12.08 79.8 

第 3同日 19 号一4 1l.84 0.98 12.82 88.1 

第 4岡目 19.84 11.54 0.81> 12.46 9S・5
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第 5岡目 19.84 10.14 0.94 11.08 75.0 

反感温度 4000C

第 I岡目 20.83 12.60 1.06 13.66 92.6 

第 2岡目 20.04 13・78 1.11 14.03 95.5 

第3同目 19.84 12.78 1.03 13.81 93.6 

第 4同目 2].03 13・43 0.95 14・38 92.0 

第 5岡目 19・84 12.15 1.02 13・17 89・3

反感温度 450
0
C

第 E岡目 20.34 10.78 1.00 11・78 77・9

第 2同日 19.84 11.42 0.93 12.35 84・4

第 3向日 20.34 1l.74 0.86 12.60 83・3

第 4岡目 19.84 lI.o6 0.95 12.01 81.5 

第 5岡目 19.84 10.41 1.02 11.43 78.6 

反感;温度 500
0
C

第 I同日 20.34 1I.13 0.72 1I .~5 78.2 

第 2同日 20.34 10.24 0.81 1I.05 73.2 

第 3岡目 21.73 11.20 0.70 1I.90 74.5 

第 4岡目 21.03 1l.17 0.66 II.83 75.7 

第 5岡目 19.84 9.62 0.84 10-46 70.9 

以上の結果より見るに敵性白土はプロピ才ン酸消費約 0.222g/min.アンモニア泊、費約 220，--...240

cc/minの係件の揚合 350，--...400
0
CI二於て 90%以上の得量を有 し共の反鹿温度に於ては比較的永く

使用さるぞ得ベし、而して反感温度の上昇及び操作回数及反感時間の持績に従ひ漸ヨたその接蝿能力

を減退す。

(II ) 正プチロニトリ Ja.の製法

(1) 反感溜出i自に針する橡備的試験

正プチ Jレ酸市販品比重(20
0
C)0.936や使用せり。酸性白土 150g正プチル酸約 20g.正プチル

酸消費約 0.214g/min. アンモニア消費 220，--...240cc/min，反感時間 93分、反廃温度 400
0
C

土居i夜 16.4∞ (12.86 g) 比重(ZOOC)0.7857

下居波 19.0∞. 

上居液分溜試験結果

i留出温度。c i留出量〈∞〉 比重(20-C) 屈折率nr
家J溜 82.5'--"'90 2滴

90【 】 100 0.2 J .3760 

I∞，--..."'i05 0.5 0.7847 1.3790 

I05，--...IIO 1.4 0.7883 1.3795 

lIO，--...II5 5.2 0.7886 E・3802

115，--...119・9 9.5 0.7914 1.3805 

文献に徴するに正プチロニトリルの沸瓢1ま 760mmI二於て 118.50C.或は 117.5
0
C と報ぜらる。

比重は DI2.5=0.795.DI5=0.796. D22'~=0.7888. 屈折率は n~= ].3816 なり。上記分溜試験結果と出
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較するに 105~119.5 の溜出分は何れも正プチロニトリルと見倣す事ぞ得依りて分析に於ては上下

扇暦より此範閣の溜出分を~欠得し共れを正プチホニトリルとして計算す。

第二国反感滋皮(00) (2) 反膳温度と得量との関係

90 

80 

70 

60 
300。 350 4∞ 450 

酸性白土 150gを要す。

"‘白
反感湿皮(OC) J:I奇よりくg)

300 11.37 

350 12.24 

400 13.16 

450 10.88 

5∞ 9.12 

反感温度は 300
00より 5000匂:にとり

最高 50000 まで質験せり。反感時間は正

プチ Jレ酸約 20gに針して 1時間半を要せ

り。卸ち1象備t主ー験 と始んと同一係件にじて

正プチJレ酸消費約 0.2J4g/min'アンモニア

肖賓 220~240 cc/min なり結果は弐表及
一」
5∞ 第二国の如 し。

豆プチロユトリル
a“ 

下層より (g) 令室(g) f与量94

0.86 g 12.23 78.9 

0.63 12.87 85.1 

0.24 13.40 88.6 

0.24 11.12 73.5 

0.26 9.38 62.0 

上記の僚件に於ては酸性:白土は 350，......，400
00に於て最大得量を示し温度の上昇と共にその得量ぞ

減少し 500
00に於ては 62.0%にして アセ トニトリル、プロピオニトリルの生成に於けるより得量

減少大なり。

(3) 酸性白土の作用の減退

操作前(2)の揚合と同一にして連総的に正プチノレ酸 20g 勾:に前同様二居を得各厨を分溜して正

プチロニトリルに相賞する部分をJjX得したるも のなり。

反感温度 300
00

正プチロュトリル
、

同 !J!j 正プチノレ酸(g) 上貯より(g) 下麿より (g) 合量(g) 得量:%)

第 E同g 19・76 11.37 0.86 12.23 78.9 

第 2岡目 19.28 11.42 0.90 12.32 81.5 

第 3岡目 19.28 11.36 O.写7 12.23 80.り

第4岡目 19.28 ".47 0.87 12.34 81.6 

第 5同日 19・76 I1.B 0.92 12.35 79.7 

反臆温度 350
00

第 I岡目 19.28 12.24 0.63 12.d7 8$.1 

第 2岡目 19.28 12.77 0.59 13・3> 88.3 

第 3同日 19・76 13.24 0.63 13.87 89.1 

第 4'同白 ~9.28 12.66 0.56 13.22 87・1

第 5伺ー目 19.28 12.84 0.63 13.d，8 89.1 
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第 6問目 19.78 12.58 0.60 13.18 87，1 

反謄温度 4000C

第 E岡目 19.28 13.16 0.2~ 13-40 88.凸

第 2岡目 10.28 1:;.57 0.21 13.70 91.1 

第 3同日 19.76 13-40 0.29 13.69 89・4

第4岡目 19.28 12.69 0.32 13.01 86.0 

第 5岡目 19.76 12.10 0.39 12.50 82.7 

反膳温度 4500C

第 I岡目 19.，8 10.88 0.24 1 I. 1 2 73.5 

第 2岡目 19・76 10.72 0.24 10.92 70):; 

第 3同日 19.23 10.'5 0.20 10-45 69.1 

第 4同日 19.28 0.61 0，21 9.81 64.9 

第 5岡目 19・78 9.24 6.24 9 ・ ~8 62.2 

反感温度 500
0
C

第 I同日 19・28 9・12 0.26 9・38 62.0 

第 2岡目 19・76 8.98 0.28 9・26 59.8 

第 3同日 19・28 7.88 0.23 8.II 53.6 

第4岡目 19・28 7・41 0.24 7.65 51.2 

上記結果を見るに 350
0
C.400

0
C. に於ては酸性白土は比較的永くその接縄力を持続すれども反

臆温度の上昇及び操作回数或は反路時間の延長l二従ひ漸次その能力を減退しその減退はアセトニト

リJレ、 プロピオニ トリル生成の揚合より大なる傾向あり。

(III) ベンJニトリルの製法

安息香酸は白色結晶の市販品を使用す。此れを枝付フラスコ i二牧めバーナーを以て蒸殻せしめ此

の際アンモニアと混合反感管に至らしむ。試料lま例憧なるを以て本装置にては貫一験困難にして酸及

びア ンモニアの供給ぞ一定にするを得ざれども常i二過剰のアンモニアを供給せり。三欠の百験に於て

ベンゾニトリ Jレの生成是認めずこるを以て報告す。

安息香酸 20gを使用す。

へンゾユトリル(185，.......195"(;)

反I!f!温度(OC) 反感、1時間(min) 上層f夜∞ 溜1ft量L∞〉 比重(OOC)

400 23 5・7 4.0 1.0168 

4.00 2() 5・2 3.6 1.0227 

450 27 7・7 4・7 1.0224 

500 25 9.8 5・7 1.0234 

500 29 11.0 7・4 1.0241 

此れと伝説知l宣教世r.賄 760mmに於て 1910C 及び比重 1.028(OC)に比較するに 185，.......1950C に

相首する溜1:Ii分は此れぞベン ゾニトリルと見倣す事を件、帥ち酸性白ニ仁に依りて安息香酸よりペン

プニトリ ルを合成するぞ符べし。何れも j支膳溜1-11液は 2暦に別れ上層及び分溜溜出液は何れも黄色

の液髄なれ上唐液分溜に際してはその初溜何れも 800C 前後にして 80，.......1100の部に相官量の
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溜出分あるも比重遣に小にして沸賄その他の鞘よりベ ンソ.ニ トリルと認める事を得歩、而して分溜

温度は 1050C或は1l00C前後より 急激に上昇し直ちに li50C或は 1800C遜じ達し何れも 2000C

或は2l00Cに至り て蒸溜完了し而して 185.-.-1950Cの摺出分は上層液の 50.-.-70%なり。

線 括

(1) プロピ才ン酸.正プチJレ酸、安息香酸、とアンモニアを原料とし酸性白土密接踊脱水聞に

供し酸に相官するプロピ才ニトリル.正プチロニトリ Jヘベンゾニトリルぞ合成せり。プロピオニ

トリルに於ては最高 95.5%、正プチロニトリルに於ては最高 89.1%の得量を得たり。

(2) プロピオン酸とアンモニア原料とし酸性白土、アルミナ、シリカグル.を接欄脱水資1]¥二供

しプロピオニトリルを合成せり。酸性白土に依る揚合反感温度 4000Cに於て最高得量 95.5%を得。

シリカグルに依る場合反感温度450Cに於て最高得量 80.16%。アル tナに依る場合反感温度4000C

に於て最高得量初.9%ぞ得7こり。 I3Pちプ ロピ オン酸消費約 0.222g/miu，アンモニア消費約 220.-.-

240 cc/miuの傑仲に於ては酸性白土は最も有放なる接燭剤なるものの如く.4000C に於て 95%以

上の得量を得すこり。

(3) 酸性白土はアセ トニトリル、 プロピ 才ニ トリル、 正プチ ロニトリ ル等の合成に際し酸消費

約 0，22g/mill・ア ンモニア治、費 220.-.-240cc'mill.なる殆んど同ーの係件i二於ては比較的低温度印ち

350o.-.-400oC に於て有放なる接鯛割にしてニトリルの得量 85，......90%以上なり。

(4) ニトリル生成の際酸性白土は最適温度に使用せらるゐ時は永くその接燭能力を持続す。

(5) 酸性白土はニ トリ ル生成に際 しシリカ グル、アルミナ、と同ーの作用会有 し比較的低温度

仁於て他の接蝿脱水舜1Jよりコ打数なるものと認む。

(附言己〉 本質験(t第一研究室に於て小林防士山本爾先生の御指当事に依り行(tれれるものに Lて雨先生に封し

感謝の意た表する次第すよリ。

〈早稲田大惨理工製部I!!E用化事科第二研究室〉

米隆子中のヌクレイン酸(オリザ・ヌクレイン酸)に就て(第一報)

工事士木村正次

I 緒言

ヌクレイン酸はヌク レオ プロテイドの所謂配合族 (ProsthesischGruppe)にして非蛋白性のもの

なり 、動物及植物雨慢の細胞核中の主成分として特t二核i二富みたる臓器、組織例ば!胸腺の如き又醇

母の如きものより符べく現今迄の研究結*動物源としては胸腺ヌクレイン酸等多数研究せられたる

も、椛物源としては僅かじ酵毎ヌクレイン酸及小宴阪子ヌクレ4ン酸(Tritikollllkleillsaure)の二種

ぞ研究されたるのみなり。

小委脹子中のヌクレイン酸に就きてはオ スボ‘Jレン及キャンプベル氏 (OsbornealldCampbell.， .f. 

Am. C品em.，'iiJc.， 1900，22381)じよって護表せられ、オスボ‘Jレン及ハリス氏(仇borneulld Harris.， 
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Zs. thysiol.αem， 1902， 36， 85)の詳細なる研究の結果、従来の酵母ヌクレイン酸に針して トリ チ

コ・ヌク v..jン酸と命名せられたり。

才スボJレン及ハリス雨氏のトリチコ 、只クレ4ン酸の研究結果より察しτ米陸子中i二もヌクレイ

ン酸の存在すべき事は考へらるべしと雄 も禾充分離謹明せられたる研究報文ぞ聞かす、米恒子の化

率的組成としてはグイタ tンB，フイチヘフィ トステ人レシチン.酵素及蛋白質等の研究はあ

るも末記ヌクレイン酸は確認せられさ'るが如し。

今宮・養化接的方面より考ふるに従来米腔子の営養債の大部分は共内のグイタ tンBに蹄せられた

る感あるも 、共内の燐化合種、蛋白質及脂肪等t二就きても営然考慮せらる可きものにして、近来所

謂腔芽米の営養債を高唱せられ来りしも 、之を食用に供する揚合、加熱の矯ヴ 4タEンの一部は多

少の襲化ぞ受くべしと思惟す、依って)匝芽米としての営養債はj匝子中の燐化合憧に重要なる閥係あ

るものと信今、燐化合韓中川チン、 レシチン、ブィ トステリン及ヌクレイン酸等ぞ拳け得べし此

内生理撃的に重要なる意義ぞ有する ものはヌクレイン酸なるべし。

以上の如き意味に於τも米恒子中のヌク レイン酸:a殺明し共性質ぞ研究する事の有意義なり と信

じ本質験に着手しずこれ著者は議に清酒粕及~酒醇殿中の ぷ ク レ イ ン酸を分解研究ぞしたり (工化

l昭 8，36 189)(工化、昭 8，36， 380.)依って本研究 と共にヌ クレイ ン酸研究の韻報となさんとす。

II 米匪子の化畢組成

質験試料は昭和七年拾月下旬東京市場協曾新宿精米所より得たるものにして殆んど央雑物を有せ

す只糠及腔乳の粉末ぞ附着せる程度に止る.此一部を水浸しすこる後硝子板にて座搾片千 とし沃度に

着色しにるも のぞ顕微鋭下に観れば小要腔子に比しE大なる核ぞ認めたり。此腔子の一般化墜分析

は以下の如し。

試料中?五 乾燥物中%

*- 分 16.1I5 

粗 H旨 肋. 22・70.; 26.362 

粗蛋白質 23.735 27・560

粗 機 車位 9・901 11.807 

粗 灰・分 7.676 8.908 

無塗素可溶物 24.240 30・582

之を従来の分析結果に比し米脹子として本質験に用ひたる試料は爽雑物少く比較的純粋なる事ぞ

認めたり。

之結果を他の研究者の分析結果と針照せば以下の如し、

試料百分中 津村 積回 津村.三村 国鳥 著者

* 分 5.73% 10・41% 8・56% 10.0% 16.II5% 

目旨 肪 粗 21.05 :;0.66 19・78 25・0 22・703

粗蛋白質 24・30 20.76 17・72 21・3 23・735

組 織 主主 9.77 IO.II 8.26 9・901

主乱 灰 分 1347 10.24 8.46 8.5 7.656 

無窒素可i容物 25.68 27.82 37・22 24.240 
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以上の比較により木試料は粗脂肪及粗:蛋白質の多き事を示し、且茨分中の燐分析結果 Pz03 とし

て 5.89%;a.有する事冶知りすこり 、今此等.の蛋白質及脂肪i二就きて先進準者の研究を考察するに、潰

回松吉郎氏(日化、大正 12.44. 68)は米恒子蛋自の研究l二於てア Eノ酸としてアルギニン1':スチ

ヂン、リグン、 iスチンぞ認め蛋白給源として優れたるものとせられ、脂肪としては北村秀及高横

克己氏等は才レ fン酸、 リノーJレ酸、パル iチン酸、アルキン酸、ベ、ーニン酸、 tリスチン酸、ス

テアリン酸及 C'6HZSOJ の式を有する脂肪酸の存する事を謹明ゼられたり、(深ー村員、食物化壊、昭

和 4.194.入然るに腔子中の脂肪酸は咽喉ぞ刺戟する作用を有するものと認められ、此事l二就きで

は McCollum，HaJ"t. SimmOllds. l¥1illeJ". Steellbock氏等斗ま種賓の間有毒作用に就きて研究を行ひ、

特に該毒性物は腔子l二蓄積すと登表せられホプキンス氏(Hopkills..C/Zt'111. .'"oc.. London.. 1918. 14. 

180)は有毒性脂油を小宴臆子より抽出せられたり。

一般に新鮮なる米腔子は藤忠11ZK多く有するも 、時ぞ経れば呼吸作用により糖分は分解せられ一種

の醗酵作用を起し組成ぞ獲するものミ如く分析結果に於ても糖分は減じ遊離酸を土台す事冶認めたり

従って一種の配糖種7こるヌクレイン酸.の牧量に大なる影響を奥ふるは営然の事と云ひ件べし。

以上の如く米恒子中の脂肪酸は有害l二して叉分析結果より 10%前後の粗繊維を有する事等より

して米恒子のみぞ直接食料1二供するは不適営なりと思惟す。

III ヌヲレ4シ識の分離

小要恒子中のヌクレイン酸の分離は才スボ:'}レン及ハリス氏等に依りて行われたるも其後レピン及

ラ， 7 'j"Jレグ氏(Leveullud 1.a Forge.. Ber. 1910. 43. 3164.) ¥二依り新らしき分離方法を褒表せられ

すこり、以来小委脹子よりヌクレ fン酸の分離研究にはリ ード及ト ッチン夕、ム氏 (ReadandTotting-

ham..メ B以 C/em.1917. 31 295.)、カ Jレペリー及レムゼ、ン氏 (Ca1veraur:l Remsell. J. Bz"o! C万円rn，

1927. 1.3. 593.)等は此方法に依りて良好なる結果ぞ拳けずこり。

操って著者はレピン及ラ ・フドレグのトリチコ ・ヌクレイン酸分離法に小部分の改良を加へて米臨

子中よりヌクレイン酸守分離したり。

米恒子は可及的新鮮なるものぞ用ひる事とせり、此事は強備賞験に於て新鮮なる米腔子よりヌク

レン量の*量は1.3%ありすこるし四週間後同一試料よりは牧量は透かじ減じ0.9%以下となれり、

オスボ}レン及ハリス氏等も小宴恒子中よりトリチコ・ヌクレイン酸の分離i二新鮮なるものよりは*

量 1.25%ありしも古きものより共第i二減歩、る事ぞ報告せり .此等の理由は前記米恒子の化製組成の

内l二遁べし事l二原因するは明らかなり。

新鮮なる米腔子 4.5kg ;a.冷水じて迅速に洗搬し氷ぞ断へす加へて 24時向水浸し混濁せる水ぞ傾

斜によりて除き之t二盟酸を加へて微酸性とし撹持し乍ら純ペプシン 6gぞ加へ室温にて 36時間静

置し弐で布にて鵡過後少量の冷水にて迅速に洗搬し 31の冷水ぞ加へ之t二苛性加里液を加へて微ア

ルカリ性とす、此際断えす氷の*111片';a.加へ 150C附近に保ち約 1.5時間放置し更に蛋白質を沈澱せ

しむる震に飽和ピリリン酸を加へ微じ着色せしむ学時間後酷酸にて微酸性としi慮過し透明櫨液ぞ分

つ之l二盟酸を加へて沈澱ぞ生ぜしめ器底l二沈降するを待ちて上透液をサイフォンにて除き夏にシャー



早稲田隠用化穆合報 17 

プレス回心分離器じて沈澱各分ち、之を少量の苛性加里にi容かし施別後酷酸にて徴酸性とし95%ア

ルコールを加へてス クレ4ン酸の沈搬や分離し之を 24時H日アルコールと共に静置後施過 し此沈澱

をエーテルにて充分洗搬 してピクリン酸ぞ完全に除き夏アルコーJレ及エーテJレにてi先機後硫酸乾燥

器中にて民然となし乾燥粉末となす.無定形の無味無臭の白色粉末なり。

.IJX量は 48g ¥二して約1.3%に首る.ピユレ yト反感に陰性なり依って蛋白質ぞ含ます、フロロ グ

ルチ ン反感はl場性なり依ってベン トーズ基を有す、窒素及燐の分析結*は次の女nしっ

a) 窒 素 試料 0・Il22g II・5∞n/lO H~S04(Kjeldohl ) N = 14・35%
ノ/ 0.1227 g 12・7∞nj10 II2S04( /1 〉 N=14・49%

b) 燐 試料 0・1666g 0.0'1.07 g MgZP~07 N= 6.80% 
/〆 0.1948 g 0.0~.78 g l¥Ig2P20; N= 6.83% 

平均 N=I4・42%. P=6.81% ; P:N=I :2.II7 

之結県をj向腺ヌ クレイン酸.酵母ヌク ν4ン酸及小要腔子只クレ4ン酸と比較針照せば失の如し、

胸腺 百 字 母 酵母 小多胞子 小多j径子 米!民子

くHerlant) (Levene) (山)11) C仇.borne-Harris) (Levene-La-Forge ) <.著者〉

N 16-48% 15・21% 16.II% 14・9;ib 17・18% 14・42%

P 9.63% 8.60% 9 ・ 50 ;i~ 8.I;iG 7・94% 6.81% 

K:P ・7Il I.768 1.695 1.839 2.163 2.1I7 

著者の分析結果がオスヰミルン及ハリス、 レピ ン及ラ・九 Jレグの トリ チコ 、ヌ クレイン酸及 νピン

及山川氏の酵母ヌク ν4ン酸に比し多少差異ぞ存するは試料の精製或は他に原因するものと思惟さ

るも米百似1:;tせるも のにあらす且.つ著者の主要なる研究目的はヌクレイン酸の分離及構成臨基の確

認にある嬬之以上の精製ぞ行はぎりき 、又旋光度を測定せんとしたるもアルカリ溶液もア ムモニア

溶液も呈色悩き鴻不可能に終りすこり、 フロロクツレチン反胞のみに止りすこるぞ遺憾 とす。

IV 構成瞳基の確認

構成盤基の確認の鶏各々の物理性及化睦I'l/e検したり、 之にはもtらフけ Jレグン氏の著書(R.

Felllgen; Chemie oer Nukleinstoffe. Borntr.1t!.t;er. 1923)に依りにり 、ヌクレ イン酸の構成盤基7こるプ

リン臨;1&はジョン氏の方法(W.JOlles; Nucleic Acids .1920. 106) ¥二棟り、ピリミヂン盤基は νピン

氏の方法(P.A. Levelle; Zs. thysio!. Chc7IZ.. 1903. 39. 4)に掠りて分削ぞ行ひたり。

A) プリL盤基

1) クF アニン 20gの米E王子.;tクレ 4ン酸や 10% H2S04400 cc と共i二フラスコ l二入れ冷却管を

附して熱湯中l二て一時間熱し分解を行ひ黄色の液t二護アムモニア会徐々に加へ中和賄i二建せしむ無

定形クブニ ンの沈澱ぞ生じ之ぞ櫨別後沈搬をi~~騰、液中に懸垂せ しめ少量の硫酸じて溶かしアムモニ

アl二依り再び沈澱を生ぜしむ、之沈澱を乾燥器中で乾燥後 5%強酸 25cc ¥二i容かし冷却すればグァニ・

ンの臨酸躍として針片献の結晶が析出す、之を抱紙上にとり乾燥し、此も のの物理性及化感性を検

しすこり。

i) 顕微鏡的に GuallIllchlorid(CsHsNsO・HCI.2H20)の針服部片の結晶を認めたり。

ii) アムモニアi二不i容なり。
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iii) 酷酸に不i容なれ

iv) 沸蟻水に不溶なり。

v) ピクリシ酸と結合し沈搬を生歩。

vi) ダイアゾ反感は陽性なり。

vii) GUI111iu及 Guallillcbloridの窒素分析，結果は弐の如し。

試 料 0.0972 g CsHsNsO 計算理論鍛値 N=4b侶%

主Y験軍主値 N=45・19%

試料 。• 1 031 g CsHsNsO・HCI・zH20 計算理論慰値 N=31・38%

質 検 費 主 値 N=32・15%

以上の質験結果 i)より vii)までを検しク角アニンな る事を確認したり。

II) アデニン 前記操作中沈澱を分離したる描液を合せ 2096'硫酸にて微酸性とし煮沸し乍ら

10%硫酸銅液ぞ徐々に却トれば沈澱物ぞ析出す之に重亜硫酸曹建の飽和液ぞ加へ白責色の沈澱ぞ生

ぜしめ越過し熱湯にτ敷同i先織し7こる後硫化水素じて分解し穂波を蒸殻濃縮し少量の硫酸ぞ加へ硫

酸躍として沈澱を析H'，せしめ熱湯に溶解後飽和ピクリン酸を加へピクリン酸臨!の沈澱ぞ析出せしめ

すこり、此ものの物理性及化感性ぞ検したり。

i) 顕微鏡的 i二 Adeu.it凶lllfatCC5HsNs)2.H2S0~・2H20)の多色m薄片結晶ぞ認めすこり。

ii) ピクリン酸にて沈澱す。

iii) Adeniusulfat 以温湯t二易溶なり。

iv) ダ4アプ反鹿は陽性なり。

v) コッセル・アデニン反燃はl場性なり。

vi) AdeJullSulfat及人巾uiupikrateの窒素分析結果は弐の如 L。

試 料 0・0989g CC:，H"Ns)2 ・ H2S0~・ 2H20 計算理論鍛値 N=23・02%

3ま験聾主値 N=?Z.85%

試料 00995 g CsH ，Ns '(みH(N03)~OH.H20 計算理論貫主値 N=29・31%

賞験費主f直 N=28.77%

以上の賓験結果 i)より vi)までを検しア デニンな るやぞ確認したり。

B) ピリ iヂン堕基

J) ウラチJレ 米恒子ヌ クレ4ン酸 20gぞ 25%硫酸 80cc， I二加へて2時間加塵釜中じて 1500C

S二分解を行ひ、分解物より硫酸及燐酸を除く震に沸騰、渡i二熱バリタや過量に加へ櫨過し過量のパリ

~は二酸化窒棄じて除き 100 cc は濃縮1し硝酸t二依りて徴酸性とすればプリン化合物が析出し来る

之冶分ち更に硝酸銀ぞ加へて沈澱物与を作り黄色の油、渡に冷飽和パリター液ぞ硝酸銀 と交互に加へて黄

色沈臨ぞ生ぜしめ更じパリタにて微アルカリ性とし生じたるピリ iヂンの銀化合物ぞ泌別、し之を硫

低水素じす分解歩、パリクムは硫酸によりて除i雪、ピクリ ン酸に依りてチトシ ンのピク リン酸盤冶

析tl¥せしむ、此描液ぞ硫酸及エーテ Jレにて鹿理しピクリ ン酸ぞ完全に除き更に硫酸をバリタにて去

り濃縮後徐々じ冷却し行けば結品が析WIす、之与を温水にて再結せしめ.此も のの物理性及化感性を

検したり。
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i ) 顕微鏡的i二 UraziICC~H~N20!)の結品形を認めたり 。

ii) 冷水に難i容にして温水に易協なり。

iii) アルコール及エーテルは難i容なり。

iv) アルカリ液t二は易協なり。

v) ピクリン酸とは結合せす九従って胞 として析H¥せ?。

vi) ムレキシド反感は|場性なり。

vii) ホィラ一、デーンソン氏反感は陽性なり。

viii) Urazilの雪素分析結果は尖の加し。

試 料 0・1025g C~II4N202 計算理論!Id・1直 N=2505%

資 験数値 N= 23.86~6 

ix) 結品-a毛細管中にて急熱せば 2800C附近にて茶褐色となり.

m.p. 理論鍛 33S0C. j聖験君主 336-3400(;. 

以上のI;l験結果 i)より ix)までを検しク ラチルなる事を確認したり。
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II) チト シン 前記操作中ピクリ ン酸盤 として分解したるも のを5;>";硫酸に溶かしエーテルじて

ピクリン酸ぞ完全に除去し此静渡を温i容上にて濃縮し純アルコールを倍量以上加へたるも沈澱を生

ぜ歩、故に再び元のピクリン酸塩 とし員空乾燥物としたり、此も のの物理性及化製性ぞ検したり、

i) 瀬微鏡的は Zyto~inpikrat rCC~H5NaO}C6H2CNOふ・OHJの結晶ぞ認め得歩。

ii) 冷永には難i容なり

iii) アルコール及エーテルには難惨なり。

iv) ピクリン酸と沈澱ぞ生す-。

v) ホィラ一、ジョン ソン氏反臆は陰・性なり。

vi) PikI惜の窒素分析結果は共の如し。

言史 料 0.2256 g CC4HsN~O}CGH2CNOβ:IOH 計算理論鍛値 N=24・71%

貧験費主催 N-26・99%

vii) ピクリン酸躍を毛細管中じて熱せば 2450Cの附近にて念に静融し茶褐色に費 じたるも理

論教の 320----3250Cに遥かに異るぞ見ずこれ

以上の質験結果より案今るにチトシンなる事は甚t:不確定にして僅かに ii)溢〉及 vi)の性質の

みが類似せるのみなわ、依ってチトシンは確認するぞ得歩、此事iま米睦子よりヌクレ4ン酸分離の

際の操作又はピリ tヂン堕基分離操作中i二原因せるも のかは疑問なるも恐らく存在するもの思惟す

gpチトシンは容易に脱ア tノ化されてクラチJレに費する性質ぞ有するものなるが故.ピリ Eデン盟

基の分離中の硝酸ぞ用ひたる際に饗 じたるも のと考へらる.依ってチトシンの確認に就きて第II報

に於て報告せんと欲す。

以上質験の結果只ク νイン酸構成盤基fこるプリン膳基としτク♂アニン及アデニンやピリ tヂン盟

基としてタラチルぞ確認しすこるもチトシけま確認し得ぎりき、以上の結果ぞ胸腺ヌク ν4ン酸、酵

茸只クレイ ン酸ぉ小~Jlli子ヌクレ 4 ン酸と共に共加水分解物ぞ誼記せば、
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、、¥

胸腺ヌタレイン酸 Guanin， Adenin， Zytosin， Thymin， d-Ribud田ose，Phosphorsanre. 

酵母ヌクレイン敵 " 11 11 UraziI， d-Ribo田， 11 

小事民月壬子ヌクレイン西空 /ノ ノノ 11 〆〆 11 〆〆

米日圭子ヌクレイン般 11 11 〆'1 Pentose， "〆

オスボ、Jレン及ハリス氏等はトリチコ・ヌクレイン酸を分離し共加水分解成生物としてクーアニン及

アデニンぞ:各1モJレ、ウラチ Jレを 2モJレ、ペントース、冶 3モJレを得.以て共分子式ぞC4IH61u:;NIUP4

と提案しすこり、共後ホィラー及ジョンソン氏等 (Wheeler& .Johllson; Am. Chem .J.. 19u.'3， 29， 505)に

依りてチトシンを昨認せられたり、 QPオスボソレン等のウラチJレ2モJレの内 1モJレはチトシンが脱ア

ミノ化されてウラチ Jレl二礎 りすこるものと云ひ符べし.此事は前記の如く著者の貫験結果t二於τもチ

トシンぞ確認されざりし事はウラチ Jレi二脱ア Eノ化されたるもの考へ得べし。

V 賀験結果に劃する批判

従来胸腺及酵母ヌ クレイン酸に附する研究は多数行lまれたるも腔子中のヌクレイン酸l二関するも

のは只小宴腔子中の所調トリチコ、只クレイン酸のみなり、しかも此に闘する研究も今日迄じ僅七

ツの研究報交を見るのみにして充分i二研究されたるものと云ひ得す、ジョン氏カ Jレパ、リー氏及 νム

ゼン氏等が云へるが如く杭物源ヌクレイン酸として酵母ヌクレ4ン酸と同ーなるものとなすには多

くの疑問ぞ有し構造の確定されざる限り断言は出来得ないと信1".夏に著者の貫験結果前記の如く

チトシンのT許認、ぞなし得ざりしも、オスボルン等の研究首初チトシン守護見し得令、ウラチJレを 2モ

Jレ得7こる事-より路子中のヌクレ4ン酸は酵母ヌクレイン酸に比し共構造上差異を有するものと考へ

得べくオスボ、jレン等の精密なる研究に於て NH2基と OH基と冶計算上誤りすこりとは考へ得す依っ

て其構造上経化され易き結合朕態にありとも考へられ此二ツのヌクレイン酸に闘する意見の一致せ

ざる今日共相違ぞ結諭するl二興味深き問題ぞ奥へたるものと云ひ得べし。

夏l二又ヌクレ 4ン酸として構造を研究する上に動物源のものに比し植物源ヌタレイン酸は均一試

料の得易き事じ於て優れたるものと云ひ得べく此植物源ヌクレイン酸として酵母及小宴恒子中のも

のにますして米腔子中のヌクレイン酸ぞ加へ7こるは研究i二種々の便宜を奥へ7こるものと云ひ得べし。

米騒予ヌクレイン酸と小宴腔子只ク νイン酸との比較l二就き、前者は只共存在を確認謹明しすこる

i二過ぎす今後此もののヌクレ才シド及ヌクレ才チド夏i二糖l二就きても比較研究を行ふf必要あり従っ

て現在i二於τは植物源只クレイン酸として酵母ヌクレイン酸、小萎恒子ヌクレ fン酸及米恒子ヌク.

レ4ン酸の三つぞ匝別して考ふるを安首なりと信歩、故l二小宴瞳子中のヌクレイン酸冶才スボ・Jレン

及ハリス雨氏は小妻鹿Tよる襲名 Triticumより Triticollukleir凶 ureと命名し酵母5tクレイン酸と匿

別したる事より米恒子中のヌクレイン酸を梢属 Oryzaなる準名をとりて Oryz!tlllrklellsaure(才サ

ザ・ヌク ν4ン酸)と命各し前二者と匿別せん事を提案す。

VI結論

1) 米恒子ぞ分析して共化接的組成ぞ明にし日共組成の袋、化t二就きても言及したり。

2) 米恒子中より νピン及ラ・フ t)レグ氏法に小部分の改良ぞ加ヘヌタレイン酸を分離し 1.35ぢの

牧量右?得ナこり。
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3) 調製ヌク レイ ン酸はピユット反躍は陰性iこしてフロロクソレチン反感は陽性なる事より蛋白質

~含有せT'，ペン トース‘基ぞ有する事を認めたり。

4) 調製ヌクレイン酸は N=14.42%.P=6.81%なる組成を有す。

5) 調製ヌクレイン酸は構成堕基としてプリン臨基すこるゲアニン及アデニヘ ピリ iヂン堕基た

るクラチ Jレぞ有しチトシンの存在は不確寅なり。

.6) 米恒子中のヌクレイン酸ぞ確認し、従来の酵母及小萎腔子ヌクレイン酸と匝別する錦に才リ

ず・ヌクレイン酸(Oryzaunklei凶誌ure) と命名したり。

本報告を終るt二臨み早稲田大摂理工製部路用化製科教室小林博士の御厚意し忠、向i武富Jl・敬授の

終始御懇篤なる鞭遥と御指導剖拐り深甚なる謝意ぞ表し、重ねて生化製勉準の機曾ぞ奥へ下されし

東京帝大農l警部山川淘博士姐l二西村庄松氏に厚く感謝の定:ぞ表す。

仁講 義〕

近代印刷術の瞥見

工準士竹内 光雄

空気は人類生命の源泉である。人類は霊祭無くして一時も生きる事は~H来ない。然も吾等の日常

生活に於て空気の偉大なる憤値に就て思を廻す事は殆んど1!!~ぃ。除り l二も 共れが重大であり否寧ろ

空気自IJ生命であるから"t:o今日我々は印刷の憤値共の人類文化に封する貢献tニ就ては共の依りにも

重大であり直接的である矯i二寧ろ此れl二考へや及ぼす!肢を持すこないと云つでもよいのである。然し

乍ら今日のJ53花開港ナこる文明が印刷術の護明護建じよって最も昨霞に迅速じその基礎ぞ礎き、今日

の教育、製術、文護.美術、軍事.商業、工業等祉合百般の運用及び枇曾的秩序が印刷物や重大な

る媒介物として運用確保されるのそ知るとき今夏乍ら印刷術の地位の重大きに鴬くのである。今日

我々は新聞雑誌書絡によって居ながらにして世界最11可の知識ぞ肢く且つ速に吸牧し、叉自己の研究

意志を1lt界人類に向て護表する事が出来る。叉美術的印刷によって我々の趣味を高め思想を向上せ

しめる叉吾人の経情生活に於ける商取引は全て印刷物を媒介として行はれる。此く考へ来ると印刷

術の地位の齢りじも重大なる~痛感するのである。 i赴此近の印刷術iはま御多分にもれi'‘二 卜世品把巳の手苧科iヰl準

文明と相閥聯してR慮匡F閑目化E壊葬者とi機農械技術者と の協j力jにより手工:業Y乾ミの時代4冶旨脱して科里製晃を基基-礎とせる

一つの工

つ為あるのである。於之吾人は少しく近代印刷術に就て瞥見する事としよう。

印刷術の三方式

印刷術ぞ分ちて製版及び印刷の二つの工程に匝別する事が出来る。拠へられたる原闘(原稿)ぞ基

とし;機械により印刷に附すべき盤亘ぞ作る事が翠阜であり、製版せられた版面~Jf:lひて機械により

幸正面に原固や再生する事や印刷と云ふのである。

今版面の成立の蹴態によって印刷術を三つの方式に分つ事カ~/"I\来る。

1. 凸版 2.凹版 3. 2f-版
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以上の三方式l二就て少しく説明するに挿闘により明かなる如く凸版は 4ンクの附着すべき版聞が

他の部分より隆起して居り此れl二反して凹版は販商の壷像又は文字が問委IJされて居り此の間部l二一

端つめられに 4ンクが紙上l二轄置されるのである。以上二つの版面に於ては4ンクの着内部と非着

内部とには位置の高低があり従て印刷は全くメカニカルに行はれるのであるが濁り平版に於ては此

れ等と呉りインク の附若する部分と他の部分との聞に対んど高低の差なく盤jまたる石灰石又は亜鉛

板等の面上に起る化率鑓化を基礎として製版せられ、その印刷は水と脂肪との反接性を利用しτtr

はれる全くク Eカルな印刷である。

2広 圃
.>p.版

凸版 問販
脂肪性叢像 水分保持

~へ-1 「~
凸部1:~ yク附著 4Yク附輿 インク附輿

F...r-..-へ~
，_ .-w""，¥ 

池軍駐111ンタを去る 印刷物

'一'ー =主主主

印刷物
昌一且畠

さて'u際に行はれて居る各種の印，Ijilj術ぞ上記の三方式i二分類すると大略次の如くなる。

凸版……活版、窮民網目版.亜鉛凸版.三色版

凹版・・ ・…直妥IJ凹版、腐蝕凹版. 窮民輪輔問版(ク♂ラピア) 、 電胎n~版

21三版……石版、金属11王版(オフセット印刷入コロタイプ

主なるもののみぞ集めてもざっと上記の如くなるし叉窮民感用の立揚から別l二寝買路用製版術Tよ

る部門を用ふる揚合も多いのであるが版商成立のm~態から見て先づ上記の如く分類出来よう。

さて上記の各方式の中l二も叉種々の製版方法があり叉相互に相関聯するものも多いのでl比等ぞ典

へられた紙数で全部説明する事は不可能であるから此等の中で・大工揚に於て大量生産的じ行はれる

もののみを選んで説明する事とする(但し活版印刷l二就ては多く知られて居る所であるし此所では

化製的工程を多量i二含む論書印刷に重県}iぞ置きにいので省く事とする。)

結局 凸版として窮民網目版。 三色版

凹版としてグラピア版

三1;:版 として石版、亜鉛11;:版(才プセ ァト印AllIJ)

i二就て話を進める事とする。而して原因の有する濃沃の調子や如何にして現tますかと云ふ根本原理

は察長網目)恨の傑下に於て述べ、原岡の有する多数の色を如何にしてw現するか と云ふ色分解の理

論は三色版法の依下にのベる事とするが此等の根本原t!J!.は他の製版法l二も見f:用賀施されて居るもの

である。
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掠上記の方針じよって話を進めるのであるが倫紙教の閥係上各法式中に含む興味深き理論、特殊

の技術、化撃的の考察等に就ては到底述べる事は出来無い只?ご原園より出護して製版、印刷じ至る

最輩距離や示したl二過ぎ無い事を橡め御断りして置く。

窮轟網目 服

先づ精霊或は霧貫ぞ印刷物として再製する揚合に原閣の有する濃淡の調子を如何にして現iますか

我々が垂を書く揚合には墨の護度を色々に稜へて垂の濃い部分には濃い墨ぞ用ひ淡い部分に弘淡い

畏を用ひて垂の謹淡を現はす。帥一つの章商内に於ても部分部分の墨の濃度ぞ鑓へて書く事がIH来

る。然るに此の童を印刷として複製する揚合に章面の或る部分l二は 4ンク巻濃く附け、或る部分に

薄〈附けると云ふ様な事は1:11来ない3 何となれば版商の重像の各部は常l二同一平面上にありインキ

は4ンキローラーによって常l二重像の各部仁平均に同一濃度ぞ以て典へられるからである。然らば

印刷物に如何にして濃淡の調子ぞ附けるか、此れは掃重を参照すれば一目瞭然である。此れは網版

印刷の約 ]2倍撞大闘であるが此れによれば毒像

は無数の黙l二分割され同一面積内には同一教の黙

ぞ有し暗い部分は果的が大きく明るい部分は黙が小

さくなって居るのである。此の原理IIま後述のグラ

ビア印刷ぞ除き平面印刷、 三色版法等大部分の繕

重要印刷に於ても同様である。印総壷或は寝震の印

刷物を撞大鏡で見ると常に大小無数の賠より成立

して居る事が解る、只Tご此等の賄が極めて小さい

嬬に各々 のllI}i'ま肉眼i二見べす買のボ、カシ壷の如く

見へるのである。さて然らば如何なる方法を以て

Loj-¥闘の明瞭の調子を大小の馬liの集合として表iます

かと云ふと原闘を撮影するに際しスクリーンと稿

する一種の網ぞ感光板の前面一定の距離に置き撮

影するのである。スクリーンl対帝国l二示す如くが

ラス板上i二縦横に交 第三国スクリーン携大岡

叉する不透明線を壷

けるも ので最も多く

月]ひらるるは一時に

133線を有するものである、斯るスクリーンぞ丹lふるとレンス'を通じ

第二困窮民銅版機大圃(約三倍〉

て来る原園の重像は此のスクリーンによって穂され大小の黒Iiに分割せ

られるのである、而して原因の明るい部分より来る叱は感光板i二割す

る作用強〈大きな貼ぞ作り、暗い部分より来る光は反堂:H二小さな賠や

作り共の大小の度合は全く原固の明暗に比例するから感光板上には原
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童の明日昔の調子守鮪の大小に分解された網目陰童ぞ生するのである。

持此の如くして得?こる網目陰板より嘉員網版ぞ作るにはまづ充分に研磨して表面ぞ平滑にせる銅

板を取り此の上に魚、躍の水路液に重クローム酸カリ又は重クローム酸アムモニアを加へて感光性ぞ

附奥せる感光液ごと薄く塗布して乾燥し此れに先の網目陰板ぞ接摘して日光叉は炭素アーク般にて露

光する。然る時は網目陰板の透明部ぞ透過せる光はその n二接鯛せる感光膜を硬化せしめる。従て

露光の後銅板会水洗すると感光せる部分の感光肢のみ残り他は流先して銅板上に感光膜による網目

陽書ぞ現出する此れを瓦斯熔上に約 2200C位t二熱すると腹膜は農けて褐色となり光輝を有して恰

かもエナメルの如く見える、エナメル法の名ある所以である。次に腐蝕操作と稀して過E塩化織の溶

波に此れを浸すと金属商は過酸化錨によって腐蝕凹美IJされ腹膜部は腐蝕作用を受けす童f創立凸部と

なって残るのである。1lf::くして修整を施しつつ童文同のj寓触を行ひ完全なる版を得るのである、新聞

嘉員。事術案提。雑誌の口論等は多く此の版式によるのである。

三色版法

今日雑誌の表紙、口論、ポスター等を見ても判る様に彩色章ぞ原固として此れを印刷物l二再現す

る方法師ち色刷りは印刷術の重要なる一部門ぞなして居るのであるが此れは如何なる理論を基とし

て居るかと云ふと、あらゆる色彩は赤青黄の三色ぞ適首l二混合すれば作り得ると云ふ事にある。印

原闘を撮影する際に二種の色障 (Filter)を以て光ぞ漉して三枚の陰壷ぞ作り此れより三枚の版を作

り各の版t二黄、赤、青三種の 4ンクを奥へて一枚の紙上に重ね刷りするのである。此の三色版法は

網版、平版、窯員凹版等の方法i二庭用されて居り色障を用ひて原因の色彩径三枚の陰板に分解する

方法(主何れも同一でその後の製版作業ぞ異にするのみであり何れも 三色法と呼ぷべきであるが一般

に三色版法と云へば網版の三色版法ぞ指すのである。

抹原因が如何に複雑なる色彩ぞ有して居ても此れを寅赤青の三原色に分解し又は三原色を遁首i二

配合して際闘の有する色彩を完全i二表はし得るのであるから原因は黄赤青の三色より成り立って居

ると考へる事が出来る。そこでまづ赤版用の種板を作るじはどうするかと云ふと原因をパンクロ?

チックの乾板で撮影する際に赤の飴色で・ある所の締色の透明ガラス(フィ Jレター)ぞレンズの前に置

て撮影すると原闘の中の赤は共の蝕色fこる絡に吸牧せられて透過せす-共の他の光密通すのである従

て此の乾板を現像すると膜園の赤の部分は銀粒子析1-1¥せす透明仁近く他の色の部分以多量の銀粒子

守堆積して居る而して此れは陰部であるから此れより焼付け製版せる版画は此の陰教の透明部が凸

部となって重像を現すのであるから此の霊像は営然探聞の赤色の部分ぞ表はすのである、同様にし

て黄版の種板ぞ作るじは其の飴色fこる青紫色のフィ Jレター、青版を作るl二は赤色のフ ィJレタ-J.e用ふ

るのでるる。さて網目三色版の種板を作るl二は前述の三枚の陰板を網目陰板としなければならぬが

此れには原固ぞ汎色乾板で撮影する際フィルターと一緒にスクリ ーンも掛けて直ちl二分解された網

目陰板吾作る方法と、フィ Jレターのみぞ先づ用ひて色分解せる後此れぞ複察して陽板とし弐t二此の

陽板会スクリーン冶掛けてi黒板法により網目陰板となす方法とがあるが何れにしても三枚の網目陰

板より黄、赤、青三種の版ぞ作る方法は窮民網l恨の製版法と全く同様である。
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輪轄寓虞凹版 (RotaryPhotogravure) 

一般じ凹版印刷は美術的印刷t二週し美しき色調ぞ表はし得るのであるが大量製産じは過しない快

黙があったが窮民術の庭用と輪特式の機械の護蓮により製版方法も科接的になり印刷謹度も迅くな

って精巧なる印刷を大量生産する事が出来る様じなつに。今日製版印刷界の華 と云はれるグラピア

版がこれである。

司王版及び凸版に於ては色の濃淡は賠の大小によって現iまされる事は既に述べた所であるがク'ラピ

ア印刷は此れと異り版面が縦横に交叉せる微細なる堤防によって無数の面積等しき桝目に分割され

各の桝目が腐蝕により原因の暗部は深〈明部は浅く凹刻され此れ等が印刷に際し深部は多量の 4ン

キを謀部は少量のインクを保つt紙上l二轄置して原因の明暗:a再現する。従てグラピア印刷の調子

は引の大小によらすさ版の深浅じよるのである。邸前者宅伝子面的印刷とすれば後者は立種的印刷と云

ふ事が出来る。

次にその製版法を述べると先づ原岡を複察して陰童ぞ作り修整ぞ行ひ更に此れより複寝によって

原因と方向相反する透明陽章吾作る、修整が措んt:ならば貼込みと稿して指定された位置に鴎章ぞ

組合せる。此れで厚板の準備冶終る、一方カーボン、ティツシュ、又はピク5 メントペーパーと呼ぶも

のがあるb 此れはゼラチンt二若干の顔料例へばパーント シーナ或はレ y ドチヨ ー ク等褐色の顔料どを

混じたものぞ紙上t二平均t二塗布せるものである、此のティツシュを重ク ローム酸堕類の稀薄溶液に浸

漬して感光性そ奥へ乾燥せるものに先遁の原板を密着して炭素アーク燈じより焼付けを行ふ夏に此

第閉園

白線スクリーン繍大岡

のティツシュを白線スクリ ーンに密着して再び焼付金行ふ。白線スク

リーンとは挿固に示す如く不透明なる硝子板上に縦横に交叉せる透

明線を引けるもので lcmI二60-----70の線を千jするぞ普通とする。

、焼付によってティツシュの腹膜は|場金の各部ぞ通して来る光量に比例

して不溶解性となる。

次に版となすべき銅園筒は電解法により錨心上に若干厚の銅居ぞ

電解せるもので此の表面は研磨機で充分に磨く。此の銅園筒上に先

の焼付を終れるティイシュや水で接着させ少しく座ぞ加へて癒着せし

める。三たで現像と稿して此れを温湯中t二浸して廻轄すれば不感光部

の躍はi容け去り同時に紙質も剥がす。叉感光紙の躍も受けたるうた量

の大小に従って若干程度の躍はi容けさり園筒上にゼラチンの凸像や残す。而して最も多く光に感じ

た部分は最も厚く、最も少量の光に感じた部分は最も薄く、高低t二よって重像の明日昔を表はせる陰

壷が出来る此れをカーボン、レジストと呼ぶ。此のレジスト上l二過堕化繊液ぞ濯いで腐蝕を行ふと

レジストの厚薄t二従って過盤化錨液の法透度が異なり従って銅聞に於ける腐蝕度が異なりレジスト

の厚き部分の銅聞は浅くレジストの薄き部分は深く凹亥IJされ原闘の明暗ぞ深浅の差によって表はせ

る陽書ぞ生歩ゐ。而して白線スクリーンの白線部l二接せる腹膜は最大の硬化度ぞ有し此れに接せる

銅商は腐蝕作用ぞ受け歩縦横交叉せる土手となって其の中に塞像の明暗ぞ表はす浅深の孔そ保ち以
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て印刷じ際しインクぞ共の桝目の中に保つ作用者?なすのである。印刷用インクは凸版、平版 と契り

流動性4ンクぞ用ひ版銅ぞインク宣言中I二廻轄して充分な 4ンタをOf!.へ過剰の 4ンクはドクターと稽

する鋼蟻のへラぞ以てかき取るのである。

平 版 (石版術〉

千版 とは印刷すべき版画.と他の部分との間t二高低が殆んどなく石版石又は亜鉛板上に於ける化事

境化を基礎 として製版せられ脂肪と水と の反蛮力を利用して印刷せられたのである。平版の中最も

古く殻明されたるは石版術であり千版の製版印刷の理論も石版術じよめ説明するのが便利であるか

らます此れから初める事とする。

まづ垂工が奥へられた原聞に従τ石版上に解墨と栴する脂肪性インクぞ以て手哀の種々の修整を

行って意に満ちたならば弐で整聞と栴する操作を施す。此の整商により石版石上i二重かれた重像は

インクを弧く附着する性質ぞ得ると同時に書像以外の部分は水分を吸着して fンクを受附けす初め

て完全なる版而 となるのである。

今上記の工程中に起るイヒ態的盤化に就て少しく述べるならば、

石版石……炭酸カルシューム

解 墨・・・・脂肪+石鹸(11旨j防酸ソーダ)

整面液…・事w酸+アラビアゴムi容液

まづ石版石上i二解墨で重像守番く と炭酸石次は可成り脂肪に感ーする力強く弐で整商液として硝酸

ゴム溶液.:te奥へると解墨中の石!織は:pj'i酸により分解されて、 生す司る脂肪酸が炭酸石友と作用 して脂

肪酸カ Jレシワムを生じ此の脂肪酸カルシウムは水に不溶性にして11旨.tjjj'!企4ンクをよく附著し且つ丈

夫な版商ぞ形成するのである。

脂肪被ソーダ+硝酸 ー→脂肪酸

脂肪酸+炭酸石友一→脂肪酸石友(重像)

以上じよって版聞の重後部が脂肪酸の石炭謄より成るを知ったのであるが而らば版模様以外の部

分が何故インクぞ反費するか此れは勿論石聞が奥へられずこる水分や保有してインクぞ反護するから

であ るからであるが何故石版石が此の如く完全l二水分を保っかと 云ふ事に就ては種々の設があるが

矢野道也t~t ~!:は手くの如く説明されて居る、印アラピアゴ.ムiJ~:pj~'酸じより酸化せられて生する粘液酸

が石田に強く吸若されて此のものが水分伝保つ作用冶有すると云ふのである。

上記の如くして販商が成立すると印刷!に掛るのであるが石版石は重量は重いし、破損し安いし、

印刷速度は遅いので現今大工揚では石版よめ直接印刷する事は殆ど行はれ今石版.:te!京版として重像

ぞ亜鉛板上l二轄窮して此れを輪特式機械にて印刷する事が多く行はれる。即金属平板の再轄窯製版

法と云ふのであるが紙聞の都合上此れを省略して客員感丹]の金属平板に就τ~べる事とする。

鶏墨金属卒板(才フセヅト印刷)

平板印刷法は石版石を基礎として蛮明されにのであ るが前述の如く石版石には種々の快貼がある

ので近年は金属版上に製版する事が行はれ大工場に於ける平板印刷は殆ど全て亜鉛板上に製版され
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すこる版画ぞ以て行ふ才フセ ァ干印刷法である。亜鉛板ぞ使用する時は重量は軽く 、大きさの自由な

ものが得られ、破損の曜もなく又此れぞ轡曲して機械の園筒に取り付け輪轄式t二高速度印刷ぞ行ふ

事が出来る近代的な版式である。以下窯員~用亜鉛苧板術に就て少しく述べる事・とする。此の方法

は奥へら'tLf.ニ原固から手窮共他の方法4甘からすに察買や熔刑して原園通り正確に製版する方法で‘殊

l二三色版法::e>>!丹lして闘の有する復雑な色を再現し得るので共の用途甚だ債く雑誌の表紙、複雑じ

してた形のポス ター等は殆んど此の方法によるものである。

さて在際の製版法として最も使利且つ察易 l二行ふ~ì二色々特殊の方法が考案されて居ろ。印1

1. H. B 法

2. オク'デン法

3. ダイレクトプレート法

4. パルスト法

等あるが何れも設備や機械の相違で根本原理に於て達ふのでなし、。まづ原固より銅網目)慌の所で述

べに様i二スクリーンを用ひて網目ネガチプを作り此れより亜鉛板上じ製版するのであるが、亜鉛板

は先づ細かい金剛砂叉は硝子紛::emひて研磨して表面に無数の微細なる小孔ぞ作る、此の目的は充

分に水分を保持し且つ重像ぞrtfl:保する震である。此の砂目立てられた車部板上に感光液ぞ塗布する

感光液としては重クローム酸蛋白帥!1s自の稀薄水溶液に重クローム酸カリ叉はアムモニアぞ加へて

感光性ぞ附典せるものを用ふ。感光液与を塗布乾燥せる~鉛板に先;主の網臼ヰガチグを密着し炭素ア

ーク慨によめ焼付けを行ふと光の透過せる部分のみ感光肢は硬化して不溶性となる、 そ欠で全而に現

像インクと栴する脂肪性4ンキぞ奥へ流水中にて水洗すると不感光部は流れ去り硬化部のみ残って

感光映による網目陽三撃を現出し現像インクにより像は明瞭に認められる、完全に水洗せる後金聞に

整商液を輿へる。亜鉛板用の撃商剤と しては有機、無機の降、類、酸性臨類 とアラビアゴム溶液との

混合物が用ひられるが最も多く月lひられるのは燐酸、タ ンニン酸、燐酸アム モニア、硝酸アムモニ

ア等にして此等のものが琵鉛と作刑 して生す、る亜鉛臨類が亜鉛板上を被覆して水分冶保持し インク

や反癒すると考へられて居る、少時の後磐田液ぞ水i削除去し躍純なアラビアゴ・ム液を薄く会而に塗

布して印刷l揚に渡すのである。

以上は草色もの為製版法であるが、窮良平版法の最大の月j迭にる多色印刷の製版に就て少しく述

べて見る、彩色原因を三色版の現論に従ひフイ Jレターをmひて三色に分解撮影する、此の揚合網目

三色法と異りスクリ ー ンを刑ひðrr~ 1;、此外は~F版に於ては版商上に於ける修整が殆んど不可能である

から種板の中に充分修整ぞして原因の彩金正直t二表はす桜にする必要があり。種板上の修整には網

目の無U、方が悦利であるからである 、色分解によって得た賞、赤、藍版用の三枚の陰板ぞ更にi品板

法t二より複寓して透明l場主::e作り充分に修整する。修撃が完了しにらば此度はスクリーンを用ひ漁

板法によって網日陰板を作り、此の三枚の網目陰板より上述の製版法ーにより英、赤、肢の版ぞ製版

するのである。理論上は黄、赤、 IEの三色で原因の色彩を完全に表は し件る諜であるが 4ンク共の

他の開係上官際は以上の三II~の外に補助の版 として淡赤、 淡ï\丘 、 ;豆 、鼠色噌:を7補ふのである。此れ
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には赤版用種板より淡赤ぞ藍紋別種板より淡藍を又黄色フィ Jレターを用ひて墨版、鼠版用種板を作

り此笥:の種板より淡赤、淡青、塁、鼠用の版~作るのである。

金属平板の印刷法は古くは直接に紙上に印刷したのであるが印刷速度ぞ増大し精巧なものを印刷

せんとする要求から遂t二才フセ ット印刷法が殻明され平版印刷l界を全く風際する じ至った。帥此方

法によれば版函土のインキは一度闘筒上に張られた護謀布上に輔哀(才フセ ット)され失で此れより

紙上に印刷されるのである。此の方法による利盆ぞ暴ければ、

1. 印刷用紙が粗聞であってもイ ンクの著きがよい。

2. 印刷蓮度を早くする事により印刷物の不良となる事が少ない。

3.版面の存命ぞ長く保つ事が11-¥来る苦手当ーである。

結 尾

以上ぞ以て大種印刷lに開する概要~m!べたつもりであるが依りに簡に過ぎて要鮪ぞ査さない所は

御諒承を乞ふと，して最後に一言しにいのは近来印刷術に闘するf;;[.接的研究が加速度的i二進みつゐあ

る賠iで良に日新月歩といってもよいのである。殊に化率的方面の研究も中々盛んでアメリカのシン

シナチ大製内じは印刷に閲する化率的研究を専とする研究所等ある程で我闘i二於けδ研究熱も旺ん

になって来てゐる。より美 しき印刷より能率的な印刷ぞ目標に種々の研究乃至此れが質問化が行は

れて居る中で版面印刷耐力の増大の慌のク ローム鍍金、 千版及び凹版の各特長ぞ結び付けんとする

震の才フセッハクs ラピア法、護諜ぞ以て版聞を形成せんとする Latexよりの電解製版法。現在の

揮殻性グラピアインクl二取T1-tらんとする水性 f ンク の研究。オフセ ソト印刷に於ける水分使用の

快罰Iljを除かんとする乾式印刷j法の研究等々化率者l二奥へられた研究題目は非常に多いであるが此等

k二就ては何れ朋舎を得て御話しする事とする。
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1. 臨 時役員曾

昭和 7年 10月 12目、麹町区内幸町レインボーグ

リルにて臨時役員令ら開催す。出席者次の如 L。

合長 小林久平氏、副合長肝付録英氏、理事富井

六造氏、武宮昇氏、山口祭一氏、山内!II三雄氏、山

本研一氏、井上誠一氏、 字野昌平氏、竹内祭次氏、

山潔松男氏、原達一氏、石川三郎氏、岸文雄氏、高

木外次氏、佐野龍二郎氏、鳥居敬文氏、内山保誇氏、

稲島信之助氏、高木暢太郎氏、宮本五郎氏、石川平

七氏、若山一彦氏、大坪義雄氏、木村.iF.次氏、小山

克二氏、深山均:太郎氏、井上幸彦氏、由良若手夫氏、

*科元安氏、蹴島敬二氏、藤岡邦雄氏、合計 32名

議事、服用化摩科数室改築に闘するの件

最初小林合長よリ服用化運詳科談室の大震災後よリ

今日に至ろまでの経過と 、早稲田大勝創立五十周年の

紀念事業のーっと Lての現工感部中央研究所設立計

震にまt告繊略の説明わりれる後、環てよリ起きれれz，

1ff!用化事科敬室改築促進の運動と中央研究所の後援

との閥係主主ぴに中央研究所竣工後の憾用科教室の問

題に就き各自腹搬なき意見の交換たなし結局次の如

〈一致ら凡t:り、郎 ち「早稲岡田E用化産辞令々良11合員

有志の後起により舷用化砂科敬室の改築促進に弘、き

猿てよリ計遊た起しつつあり Lが恰も早稲田大a.~ijIJ

立五十周年に際し理工~}~~I~内 に理工穆昔日中央研究所

設立の議起リt:り、Jl!:事業11理工謬合全員の一致協力

の後援た袈すべきた以て我tç;早稲岡服用化l}~含々員

11理工l}~部中央研究所設立の趣旨に賛意、た表し之ら

後援すると共lこ臆用化努科数室改築に謝して 11理工

惨部中央研究所設立委員諸氏の侍別なる御配慮た務

翠す」倫二の旨肝付詰1)合長ょリ常局者lこ進言し、夏に

10月15日に関かるべき理工主幹部中央研究所後援合設

立準備舎に表明する事た決定す。

議事le終 1)暫時懇談たなLt:ろ後 911寺や散合す。

昭和 7年 11月 7目、麹町医内幸町レインボーグリル

に於て臨時役員舎か開催す、出席者次の如し。

合長 小林久平氏、理事 小栗拾議氏、武宮昇氏、山

口祭一氏、山内員三雄氏、山本研一氏、宇野畠:zp.~、

秋山桜一氏、原達一氏、 岸文雄氏、藤本部j氏、 i孤島信

之助氏、宮本五郎氏、石川千七氏、野岡秀雄氏、大坪

義雄氏、木村正次氏、小山克二氏、i華山i原太郎氏、 由

20 

良務夫氏、7""科天安氏、脇島 疎開手1雄氏、合

計 2;¥1;0 

議事、早稲田大~~理工塁手古都中央研究所後援舎に ・本合よ

リ役員た撲出するの件

去る ]0月 15日早稲田大限舎館に聞かれれ早稲岡理

工芸評合各分令粉合懇談令に於て早稲田大感創立五十

周年の紀念事業 として司君主されつつある理工砂部中

央研究所にぎtする積l釧~J後援たなす矯に各分令協カ

して後援合た組織する二とに決定しその後援合の合

ltlJに基づき我が早稲田際用化穆令より副令長 1名、

幹事 4名、言F議員 24名た撲出推薦することとなりれ

る次第た小林合長よリ:説明し、直ちに人選たなし満場

一致にて次の言者氏ら推す二とに決定ぜリ。

国1)令長 小林久平氏

幹事竹内幾多C氏 肝付録 !Jt氏

1-'1 木研一氏・ 字 llir.昌平氏

評議員 山 f!f 松男氏 阿部伊織氏

矢総武男氏 勝首立 z貌氏

高iIi 問 治氏 石川 三 郎氏

岸 文 t./t氏 藤ヲI~ 平三氏

波主盛治郎氏 佐野穏二郎氏

応居帯主文氏 杉浦者香港氏

料品 fff之助氏 内山保蒋氏

中間給夫氏 高木暢太 郎氏

宮本五郎氏 竹内光雄氏

石川平七氏 野悶秀雄氏

栗田 iJf. 晴氏 彦根元男氏

大土手義雄氏 若 111 一彦氏

早稲聞大修理工穆部中央研究所後援合合JtIJ

第 1除本合ノ、早稲田大穆理工撃部中央研究所後援

合ト神Iシ該研究所設立政=経径二!J!(:A 1レま罰金/一

昔日ヲ蹴出シ之ガ絞極的後援ヲ篤 λ ヲ以テ目的トス

第 2鈴木曾ノ、早稲田大修理工砂部出身者、胸係者

及ピ本合ノ;主旨ヲ賛成セル者 7以テ組織ス

第 3除本合合員ノ隊出スベキ金叙ノ、一口ヲ五絵風

トシ五ヶ年以内二携込ムモ ノト λ 但シ二日以上r

申込叉ノ、m;時携ノ、本合ノ最モ希望丸ル所ト λ

第 4総本合ニ左ノ役員ヲ置ク

令長 1名 副合長 5名 幹事 20名

主事 1名 評議員若干名

第 5fi条役員ノ、左ノ方法=依リ之ヲ選出丸

合長早稲田理工墜曾舎長ヲ推ス

副令長早稲岡理工，!}~曾各分舎舎員中ョリ 1 名
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宛各分曾之ヲ推薦z

幹事早稲田理工準舎各分曾曾員中ョリ 4名

宛各分曾之ヲ推薦‘ス、但シ内 2名ハ数室二在

月践ノモノ l、ス

主事早稲岡理ヱ聖書舎参事ヲ蝿託ス

言平事長 早稲田理工謬曾各分曾舎良中ョ F若干

名宛各分曾之ヲ推薦 λ

第 6除曾長ノ、曾務7総理シ曾議/議長トナリ本曾

ヲ代表ス

副曾長ハ曾長ヲ補佐シ合長事故アル時ノ、内 1名之

ヲ代理λ

幹事及ピ主事ノ、曾長ノ命=依リ曾務 7慮理λ

評議員ノ、曾長叉ノ、言1)曾長ノ召集=依り曾務ヲ評議

ス

第 7係本舎二顧問若干名 ヲ置ク

第 8篠木曾ノ事務所ノ、早稲田大事理工撃部内二置

ク

第 9f!条木曾ノ合言i其他ノ;報告平稲田与さ報ヲ以テ

之ヲ行フモノトス

1昭和 7年 12月 6目、麹町庖内幸町レインボーグリ

ルに於て臨時役員合た開催す、出席者次の如 Lo

合長 小林久平氏、副曾長肝付条英氏、理事、岸

文雄氏、藤岡邦雄氏、水科元安氏、上必欽治氏、山

内員三雄氏、佐野龍二郎氏、元木秀一氏、宮本五郎

氏、答弁六誌を氏、品i島信之助氏、宇野昌子氏、若山

一彦氏、高木外次氏、山口栄一氏、秋山桂一氏、井

上幸彦氏、山海松男氏、由良泰夫氏、小山克二氏、

深山源太郎氏、合計 22名。

議事井上、長屋、青木三先先生に本合よリ紀念品た

贈呈する件

多年我がI!f!用化感科の篤に御言案カ下されれ井上、長

屋、青木三先・生(110月た以て講師た]i任されu翁先

生の御功努に報ゆる粛に我が階、用化撃舎より金100闘

た支出し更に之に一般舎員の寄附か加へて 三先・生に

紀念品た贈呈することに満場一致にて決定す。一般合

員よリの寄附(1卒業生有志、の名によリ募集する二 E

h なd リ。

II.例曾

第 22岡 昭和 7年 11月 7日レインポーグリルに

て開催す、出席者1130名、第 5同卒業の小倉正!!哲氏

.(印刷局〉がスタンドがの製造法の獲速に就て」とlI!

Lて講演さる。艶宮な材料た以て詳細な説明1l-Lて

下され青々 11興味深〈拝聴する二とら得?こり。

第 23同 l昭和 7年 12月 6日レインポーグリルに

て開催、出席者1124名なリ。此の目第 4同卒業の高

木外次氏(工業試験所)11r高~化撃装置の話」と題す

る読ー演されれリ。平常吾々の取扱ふことの少い高座化

準装置の機略た拝聴し甚1;:有盆なリ告。

告書24岡 昭和8年 2月6日レインボーグリルに於

て開催す、出席者20名、近来建築材料11急激な進歩

たな L叉種々なる製品が市場tこ見らる、が二の方面

に化穆的事須11非常に多く、化運葬者の研究すべき獄多

々あるが、之等について第 8悶卒業の元木秀一氏(早

稲田大穆建築穆科〉より「建築材料の趨勢Jと題L講演

1):>1手遮L1:リ。

III. 曾報室霊行

昭和 7年 11月本舎品事長敏 18競売旨夜行す、配布先

次の如し。

卒業生曾員・畢生曾員・主主室内曾艮・講師及蓄講師

康管主・圏内交換・海外寄贈 ・交音E省及内務省納本・

本大!}!内寄贈・本曾保夜

IV. 名簿It行

昭和 7年 12月理工事合名簿た殺行、合員に配布ぜ

り。

v. I曾員齢報|

l昭和 7年 10月曾員金子抜武君〔第 12同卒業〉御永

眠の報に援す、哀惜準へず。本舎よリ弔詞及香典た霊

前に供へ哀悼の意.か表L1:リ。

〔曾員移動1(名簿訂正ヲ含ム〉

佳 foJi移動

鳥井淳夫氏東京市世田ヶ谷区羽根木1.815

遠藤多嘉雄氏 東京市滋野JrIIi!li:よ中里町 ]50

阪国 良臣氏 大分県高速見郡日出町二ノヲL

藤好好美氏稲田庖濁周二丁目 198鈴木方

石岡武敏氏東京市品川区上大崎一丁目 517

久賀菱郎氏様演市磯子区杉田 500

書置宮別光氏 東京市牛込匹弊天町 175

水野 E明氏 東京市法橋区戸塚町一丁目 303

山本‘泰司氏 繊漢市中匝久保町外ilt貝 1559

八百枝俊夫氏 満洲園奉天小西漫門外商格地二緯D
82 

上野 至氏犬阪市外吹岡町 2796



木 村規郎氏小倉上富野五反田

村本段四郎氏 榊奈川県高川崎市波間 1148

林 和雄氏東京市法機区西大久保二丁目 245

模原敏之氏大:連市聖徳樹ー了目 38

岡崎金尚氏 中華民岡山東省青島青島市館陶路 33

御厨困男氏 門司市玄明横田T三丁目 1966内納方

尾藤 箆氏 東京市淀橋区聞大久保二丁目 301

:qs.図 葉氏大阪市住吉区抜南町西二丁目 49

紋谷 吾 一 氏 東京市世悶今谷底玉川両国調布二丁

目636森.>p-東一方

松限秩輔氏東京市小石川区新諏訪町 2森勝見方

木村五郎氏北海道小栂市総町四了目 8

参成辰雄氏 東京市法橋区上戸塚二丁目 100

問中 義博氏大阪市東区今橋一丁目帝画ピル内日

本ポル Fランドセメ:.-~開業舎内

宮本 2望氏 紳戸市須磨区東寺田町玉上146呑屋敷

動務先移動

小川 政得氏森永製薬株式会批総見工揚〈岡町工揚

より事事勤〉

阿部伊織氏山田工務底

辻 直吉氏 明喜高等女穆校

増田伍~氏 ソコ=一、グアキューム、 コーポレー

シヨン(合通土名獲夏〉

問中 義博氏 日本ポルトランドセメント同業合

〔寄 贈 圃 書1

東京工業試験所報告第 27同第日ー]2披

東京工業試験所

化努工業資料第 5巻第 3.4減紫光舎

大阪工業試験所報告第 13同 第 6ー虫採

大阪工業試験所

東京帝国大墜工撃部紀要第 20i階第 6骨量

東京帝国大事工事部

九州俗図大事工事部葉報第 7谷・第 4，5機

九州帝国大事工撃部

室湾総督府中央研究所工業部報告第 67，77， 78， 
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Special Portland Cements containing a Iittle 

of Chrom and Manzan. 

By 

Kei-ichi Akiyama and Junpei Unozawa. 

lt was attempted to study what character have the special portlalld cemeuts coutaIlling 

a little of chromic oxide and mangauic oxide. The wDrk was carried ou a labor叫 o1'yscale 

usiug first relatively pure chemica1s of silica. alumill.a. ferric oxide. calcium carbonate. 

Jli)agllesia. ch1'omic oxide. alld mallgaluc oxide; next usiug some natural raw materials of 

clay. limestone. pyrite cinde1'. loam. aud chromite. Th巴ωsell!唱gr陀.噌edi民eぽeut:白swere thoroughly mixed 

Ill S総eve創r乱叫'alpro叩p01況r凶.t伯t

t句emperatureω弓 Thusthe etfeds of chrom and mallgall ou the cemeutゐrmationwere studied. 

Thrωkiuds of Î'lrtlalld cements. t he fir叫 c，mtainillg 110 chrom alld mallgan. the 

second coutainillg chromic oxide ouly. aud the third cOlltaillig mallganic oxide ollly. were 

made from the pu1'e chemicals. The hydraulic properties of these cements were studied by 

1 : 3 mortar small piece te ting method p1'opo鉛dby prof. S. Nagai. From these preliminary 

experiments it was accounted that the ch1'omic oxide has a remarkable role. 

Charg，ωcontaillillg a little of chromite were thell sintered with an electric resistance 

furuace aud after fillely griudiug c1i'lkers obtailled the ∞mpressive strellgths were test虻1by 

the same methα1. 

The conclusions from these tests a1'e: 

(1) Chromic oxide acceler叫 esthe lime combinatiOtl of the portlaud cemellt alld prevellt 

the dustillg of the clirlker. but mallgauic oxide has a tendeucy to do the opposite action of 

chromic oxide. 

(2) Whell 0.5 % '"'"' 1 % chromic oxide is coutaill吋 inthe portlaud cement clillker the 

early strength of七hecement is very high. but mallganic oxide does uot show such effect. 

(3) Chrom mallgah cement obtailled from the raw mixture containing a little of chro-

mite shows a fille g1'eeu color. Such cemellts. however. lose its coloration with the hardeuillg 

progress. 

(4) Chrom mangan cement is supe1'ior to the lordiuary portland cement on the early 

strength. 

(Dヒpartmentof Applied Chemistry， Facu1ty of Scien白;mdEngineering， 

"¥Vaseda Vniversity， Japan.) 



The Catalytic Preparation of some Nitriles 

with Japanese Acid Clay. 

By 

Jiro Abe. 

3 A 

1n the previous report (SoC. Chem. 1lld. .Japau.. 1933. 165・)the author reported that仙e

preparatioll of acetouitrile from glacial acetic acid alld ammonia by the catalytic dehydrat:oll 

of Japanese acid clay had given a good yield of 95% of acetollitrile whell the reactiOll 

temperature was 4000C alld the rate of flow of acid was 0.231 g ! mill. alld that of ammollia 

230 cc. ! mill. 

III the presellt experimellt the author has studied the furmation of propiollitrile. u-buty-

rOllitrile alld bellzollitrile from correspolldillg acids alld all1ll1011ia ill vapollr alll10st at the 

same rate of flow of rωctauts as ill the previous experimellt. Iu the formatiou of propiolli-

trile. silica gel or alull1illa beside acid clay was also used as catalyst. alld the catalytic acti-

vities of the3e国防lystswere cOll1pared by the yield of propiullitrile. 

(1) The formatiOli of propiollitrile from propiOllic acid alld amll10llIa has beell carried 

out at the rate of flow of 0.222 g. ! mill. of thc former and 220-240 cc. ! mill. that of the 

latter respectively ill the presellce of Japallese acid clay. silica gel aud alull1illa. The highest 

yield of propiollitrile obtained with Japau邸 eacid clay was 95.5% at 400oC. with s]ica gel 

80.16% at 450oC. alld with alull1illa 95.9% at 400oC. 

(II) III the preparatioll of acetollitrile (Soc. Chem. Jlld. .Japall.. 1933. 165.). propiollitrile 

alld ll-blltyrollitrile the .Japallese acid clay is more effective as dehydr叫 illgcatalyst than 

other two catalysts at∞mparatively low t巴mperature(350-400oC) whell the rate of rlow vf 

acid is about 0.22 g. ! min.. aud that of all1mouia is about 230 cc. / ll1ill. the yield of llitriles 

obtained beiug always 85%-95%.日lldthat of n-butyrollitrle beillg 89.1%. 

(II1) Oll the furmation of lutriles the .Japauese acid clay keep its adivity fur a long 

time alld cau be山 edfor several oper叫 iullat the optimum∞llditiou. 

(Department of Applied Chemi~try. "Faculty of Science and Engineering， "¥V酎 edaUnivers ity.) 
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00 The Nucleic Acid of Rice Embryo 
(Oryza Nucleic Acid). (1.) 

By 

Masaji Kimura. 

Recellt illvestigatiolls have defIlutely indicated that there are two different types of 

llucleic acid. Oue of the nuclic acid is fOUlld ill allimal tissues aud other ill plauts. Ulltil 

the year 1902 all our kllOl市ledgeof plallt nucleic acid had beell gotten from yeasむnucleic

acid. and in that year the cOlltributioll of Osborll alld Harris (Z. Physiol. Chem.. 1902. 36. 

85.) on the llucleic acid iu ¥Vheat embryo appeard. They reported that the hydrolytic 

products of it is the same as those of yeast nucleic acid and termed Tritico N ucleic Acid. 

from this study. the au七horstudil->d， on the nucleic acid iu the rice embryo. 

The chemical analysis of c0mmercial rice embryo is as follows: moisture. 16.115% crude 

fat' 22.7∞，% crude protein. 23.755% crude fibere. 9.901% crude ash. 7.767% 1l01l-lutrogellous 

extract. 24.240% P20a iu total ash. 5.890%・

It is known that the rice embryo COlltaillS Vitamills. Phytine. I，ecitine. Phytosterin. Fatty 

acid. Protein. and Ellzymes. but the nucleic acid has noむ beenisolated yet. Rice embryo 

∞ntai凶 alarger quantily of lluclein thau wheat embryo. and the∞mpollellts of the rice 

embryo are very changeable. because fresh embryo contain comparatively large qualltity of 

Sucrose but amoullt of fatty acid increase after few weeks. This is due to the breathing 

action of rice embryo. 

Experimenta1. 

A) Preparatioll of llucleic aeid-The llucleic acid of rice embryo was prepared accordillg 

to the modificatioll of the method described by Levelle alld 1.a Forge (Ber.. 1910. 43， 3164.) 
with exceller凶 resultョ Theyield varies from 1.3%め O.H%of the weight of dry embryo. 

The yield depellds Oll the freshlless of the sample. 

General allalysis of Nitrogell aud Phosphorus Oll dried p陀 paratiollis as follows: 

N.. .14.425広 P... 6.81% ; P : N = 1 : 2.117. 

Biuret reactioll is llegative. so the sample does Ilot colltaill proteill. Phlorglucill reactioll is 

positive. so it cOlltaillS pelltose radical. 

B) Idelltificatiou of the compollets-IIl order hydroloze the nucleic acid of embryo it山

its Puriue bases (Guazulle & Adenille) alld its Pyrimidil¥e bases (Uracil & Cytosine). the 

method of ¥V. .JOlles (Nucleic Acid.. Longmau. 1920.) alld the method of P. A. Levelle 

(Z. Physiol. Chem.. 1902. 39. 4.) wer巴 used.

Idelltificatioll of the illdividual∞mponellt dep巴lld0‘l the work of R. Feulgen (Chemie 

der Nucleills七貸与.Borntraeger.. 1923.) 



1)A 

Two Puriue bぉes(Guauiue & Adenine) have been isolated from 20 g・ofthe preparation， 

aud they are identical wi七hthe physic渇1and chemical properties of the purIne bases that 

have been obtained from y，回必 nucleicacid. 

Guarune CoHoNuO. calculated， N 46.35; found， N 45.19. 

Guanine chloride CoHoNuO.HCL・2H20.calculated， N 31.38;あU11d，32.15. 

Adenine sulfate (CoHsNo)2.H2S04・2H20.calculated， N 23.02; found， N 22.85. 

Adenine picrate CuHuNo・C6H(NU;1)30H.H20.calculated， N 29.31;ゐund，N 28.77. 

Uracil has been isolated and identified from its physical and cheuucal properties， 

Uracil C4H4N202・calculated，N 25.05; f0U11d， N 25.86. 

melting point， th田 reticalvalue， 3350 C; f0U11d， 336-3400 C. but Cytosine cuuld not. 

Cytosine picrate (C4Hs030)，C6H2(NU;山OH，calculat，ed， N 24.71 ; :ゐund，N 26.99. 

melting poiut， theoretical value， 320-3250C;ゐund，2450C.

The author supposed that Cystosme perhaps changes to Uracil as deamization product 

during the sepeiatioll procedure. This result resemble宮 ωOsbornand Harris' paper， which 

Cytosine was not isolated. but Wheeler and JOhUSOll (Amer. Chem. J. 1903， 29. 505.) aftもer-

wards found Cytos~ne amoug the hydrolytic products af Tritico・nucleicacid. From this 

unexpcted 1・esemblance.it will be ∞nsidered that the constitution of the nucleic acid in 

embryo di佐rfrom the yeast nucleic acid. 

From above analytical results. the relatioIl between the nucleic acid of rice embryo and 

Tritico-nueleic acid is not yet perfectly knowtl. but む mightbe suggested tha色 thesetwo 

nucleic acids probably are identical. 

There is little room ωdoubt that the three nucleic acids， isolated from yeast. wheat 

embryo， are idelltical substance. so the author have termed the nucleic町 idin the rice 

embryo .. ORYZA NUCLEIC ACID" ωdistillguish from other nucleic acId. 

(Department of Applied Chemistry， Fa'αllty of Science and Engineering， Waseda University.) 
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